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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ゴルフクラブヘッド（１００）であって、
  クラウン（１２０）、ソール（１３０）、及び当該クラウンと当該ソールの間に配置さ
れていてそれらを接続しているスカート（１４０）、を含むクラブ本体と、
前記クラブ本体に連結された調節可能のヘッドシャフト接続組立体であって、前記ゴルフ
クラブヘッドが前記ヘッドシャフト接続組立体を介してゴルフクラブシャフトに取付けら
れたときに形成されるゴルフクラブのロフト角及びライ角の少なくとも一方を調節するよ
う操作可能の前記ヘッドシャフト接続組立体と、
前記クラブ本体に調節可能に取付け可能の少なくとも一つの外部質量要素（１０１０）と
、
  前記クラブ本体の前端へ接続されているフェース部分（１１０）であって、当該フェー
ス部分は、当該ゴルフクラブヘッドが理想的に位置付けられているときの座標系の原点（
２０５）を画定する幾何学的中心を含んでおり、前記座標系は、
    前記原点（２０５）で前記フェース部分に正接し且つ地平面に平行であるｘ軸と、
    前記地平面に平行して且つ前記ｘ軸に直交して前記原点（２０５）に交わるｙ軸と、
    前記ｘ軸と前記ｙ軸の両方に直交して前記原点（２０５）に交わるｚ軸と、を含んで
いる、前記フェース部分（１１０）と、を備えており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸に沿って測定した前記原点（２０５）からの距離
ＣＧＹにあり且つ前記ｚ軸に沿って測定した前記原点（２０５）からの距離ＣＧＺにある
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重心ＣＧを画定している、ゴルフクラブヘッドにおいて、
  前記ゴルフクラブヘッドは、最小でも１．１２のクラウン高さ対フェース高さ比を有し
ており、
  前記ゴルフクラブヘッドは、前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記
重心を通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有しており、ここに、ＣＧＺ／Ｃ
ＧＹの比は、不等式、
【数１】

を満たしており、
前記フェース部分（１１０）が前記クラブ本体の前端の近傍で前記クラウン（１２０）に
接続するフェース－クラウン移行部と、前記スカートが前記クラウンに接続するスカート
－クラウン移行部とが設けられ、
前記原点（２０５）を通るｙ－ｚ平面内において、前記クラウンの高さは前記フェース－
クラウン移行部から出発して局部的最高値まで連続的に増大し、
前記原点（２０５）から距離ＣＧＹ離れた位置で前記原点（２０５）を通るｙ－ｚ平面内
において、前記クラウンの高さは前記フェース部分（１１０）の高さより大きく、
前記原点（２０５）を通るｙ－ｚ平面内において、トレイリングエッジ（１８０）の近傍
の前記スカート－クラウン移行部は前記原点（２０５）より下方であり、
前記ゴルフクラブヘッドのＣＧ実効性積（ＣＧｅｆｆ）が、

【数２】

として定義されており、ここに、ＣＧｅｆｆは少なくとも８０６ｍｍ２である、
ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記距離ＣＧＺは－７．０ｍｍ以下で
ある、ゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記クラウン部分は全ての場所で凸状
をしている、ゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ゴルフクラブヘッドの前記本体部
分へ接続されている少なくとも１つの質量要素を更に備えている、ゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ＣＧは、理想アドレス位置で前記
ゴルフクラブヘッドの前記ソールと接触にある平面と定義される地平面から距離ΔＺに位
置しており、ここに、ΔＺは最大でも２４．６ｍｍである、ゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　請求項５に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ＣＧ実効性積（ＣＧｅｆｆ）が、
１０３１ｍｍ２未満である、ゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記フェース部分に沿って配置されているリーディングエッジと、
　前記クラブ本体に沿って配置されているトレイリングエッジであって、前記リーディン
グエッジとは当該ゴルフクラブヘッドの互いに反対の端に配置されているトレイリングエ
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ッジと、をさらに含み、
　当該ゴルフクラブヘッドは、前方質量枠及び後方質量枠によって特徴付けられており、
　前記前方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約２
０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該前方質量枠の
幾何学的中心を画定しており、
　前記後方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約３
０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該後方質量枠の
幾何学的中心を画定しており、
　前記前方質量枠の最前方端は前記リーディングエッジに正接し、前記後方質量枠の最後
方端は前記トレイリングエッジに正接しており、
　当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸と前記ｚ軸によって画定されるｙ－ｚ平面におけ
る前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第１辺と、前記ｙ
－ｚ平面における前記後方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第
２辺と、前記ｙ－ｚ平面における前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記後方質量枠の
前記幾何学的中心の間のベクトルである第３辺と、を含むベクトル三角形を画定している
、ゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記後方質量枠が１３．２グラムより大きい質量を画定している、ゴルフクラブヘッド
。
【請求項８】
　請求項７に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩ（慣性モーメント）実効性総和
（ＭＯＩｅｆｆ）が、方程式、

【数３】

によって定義されており、
  ここに、ｍＦは、前記前方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＦは、前記ベクトル三角形の前記第１辺の長さであり、
  ここに、ｍＲは、前記後方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＲは、前記ベクトル三角形の前記第２辺の長さであり、
  ここに、ＭＯＩｅｆｆは、８１．５ｋｇ・ｍｍ２より大きい、ゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　請求項８に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩｅｆｆは、最小でも１２８．２
ｋｇ・ｍｍ２である、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　請求項８に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩｅｆｆは、最小でも２４０．８
ｋｇ・ｍｍ２である、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１１】
　請求項８に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩ実効性総和比（ＲＭＯＩ）が、
ＭＯＩｅｆｆの、前記ゴルフクラブヘッドの前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブ
ヘッドの前記重心を通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）に対する比として定義
されており、ここに、ＲＭＯＩは０．３２７より大きい、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＲＭＯＩは、最小でも０．４５３で
ある、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１３】
　請求項７に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ゴルフクラブヘッドは、前記ｘ軸
に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記ＣＧを通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメン
ト（Ｉｘｘ）を有しており、ここに、ＣＧＺ／ＣＧＹの比は、不等式、
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【数４】

を満たしている、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１４】
　請求項１に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、
　前記フェース部分に沿って配置されているリーディングエッジと、
　前記クラブ本体に沿って配置されているトレイリングエッジであって、前記リーディン
グエッジとは当該ゴルフクラブヘッドの互いに反対の端に配置されているトレイリングエ
ッジと、をさらに含み、
　当該ゴルフクラブヘッドは、前方質量枠及び後方質量枠によって特徴付けられており、
　前記前方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約２
０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該前方質量枠の
幾何学的中心を画定しており、
　前記後方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約３
０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該後方質量枠の
幾何学的中心を画定しており、
　前記前方質量枠の最前方端は前記リーディングエッジに正接し、前記後方質量枠の最後
方端は前記トレイリングエッジに正接しており、
　当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸と前記ｚ軸によって画定されるｙ－ｚ平面におけ
る前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第１辺と、前記ｙ
－ｚ平面における前記後方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第
２辺と、前記ｙ－ｚ平面における前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記後方質量枠の
前記幾何学的中心の間のベクトルである第３辺と、を含むベクトル三角形を画定している
、ゴルフクラブヘッドにおいて、
　ベクトル比が、前記第１辺と前記第２辺の長さの和の前記第３辺の長さに対する比とし
て定義されており、
　ここに、前記ベクトル比は１．１２８１未満である、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ベクトル三角形は、約５９１ｍ
ｍ２以下の面積を有している、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１６】
　請求項１５に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ベクトル三角形は、４５６ｍｍ
２以下の面積を有している、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１７】
　請求項１４に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ベクトル比は、最大でも１．０
５７７である、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１８】
　請求項１４に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩ（慣性モーメント）実効性総
和（ＭＯＩｅｆｆ）が、方程式、
【数５】

によって定義されており、
  ここに、ｍＦは、前記前方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＦは、前記ベクトル三角形の前記第１辺の長さであり、
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  ここに、ｍＲは、前記後方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＲは、前記ベクトル三角形の前記第２辺の長さであり、
  ここに、ＭＯＩｅｆｆは、８１．５ｋｇ・ｍｍ２より大きい、ゴルフクラブヘッド。
【請求項１９】
　請求項１８に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、ＭＯＩ実効性総和比（ＲＭＯＩ）が
、ＭＯＩｅｆｆの、前記ゴルフクラブヘッドの前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラ
ブヘッドの前記重心（ＣＧ）を通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）に対する比
として定義されており、ここに、ＲＭＯＩは０．３２７より大きい、ゴルフクラブヘッド
。
【請求項２０】
　請求項１８に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記ゴルフクラブヘッドの前記ＣＧ
は、前記ｙ軸に沿って測定した前記中心フェースからの距離ＣＧＹに位置し且つ前記ｚ軸
に沿って測定した前記中心フェースからの距離ＣＧｚに位置しており、前記ゴルフクラブ
ヘッドは、前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記重心（ＣＧ）を通る
ＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有しており、ここに、ＣＧＺ／ＣＧＹの比は
、不等式、
【数６】

を満たしている、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のゴルフクラブヘッドにおいて、前記クラウン部分は全ての場所で凸
状をしている、ゴルフクラブヘッド。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願の相互参照）
　本願は、「ゴルフクラブ（GOLF CLUB）」という名称で２０１３年１１月２７日に出願
されている米国仮特許出願第６１／９０９，９６４号に対する優先権を主張し、同仮特許
出願をこれにより明確に参考文献としてここにそっくりそのまま援用する。本願は、「反
発係数機構を有するゴルフクラブ（GOLF CLUB WITH COEFFICIENT OF RESTITUTION FEATUR
E）」という名称で２０１３年３月１５日に出願されている米国特許出願第１３／８３９
，７２７号を参照しており、同特許出願を参考文献としてここにそっくりそのまま、特に
重心場所及びその結果として生じるクラブ性能への効果の論考に関連して援用する。本願
は、更に、「ゴルフクラブヘッド（GOLF CLUB HEAD）」という名称で２００７年９月２７
日に出願されている米国特許第７，７３１，６０３号を参照しており、同特許を参考文献
としてここにそっくりそのまま、特に慣性モーメントの論考に関連して援用する。本願は
、更に、「ゴルフクラブ（GOLF CLUB）」という名称で２００８年１２月３０日に出願さ
れている米国特許第７，８８７，４３１号を参照しており、同特許を参考文献としてここ
にそっくりそのまま、特にその中に記載されている調節式ロフト技術の論考に関連して援
用する。本願は、更に、「高体積空気力学ゴルフクラブヘッド（HIGH VOLUME AERODYNAMI
C GOLF CLUB HEAD）」という名称で２０１２年１２月１８日に出願されている整理番号第
１３／７１８，１０７号を冠する米国特許への出願を参照しており、同特許出願を参考文
献としてここにそっくりそのまま、特に空気力学ゴルフクラブヘッドの論考に関連して援
用する。本願は、更に、「複合品及びそれを製作するための方法（COMPOSITE ARTICLES A
ND METHODS FOR MAKING THE SAME）」という名称で２００７年１２月１９日に出願されて
いる米国特許第７,８７４，９３６号を参照しており、同特許を参考文献としてここにそ
っくりそのまま、特に複合フェース技術の論考に関連して援用する。
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【０００２】
　本開示は、ウッド型式のゴルフクラブに関する。より厳密には、本開示は、低重心を有
するウッド型式のゴルフクラブヘッドに関する。
【背景技術】
【０００３】
　「反発係数機構を有するゴルフクラブ」という名称で２０１３年３月１５日に出願され
ている米国特許出願第１３／８３９，７２７号―参考文献としてここに援用―に関連して
説明されている様に、ゴルフクラブヘッドの重心（ＣＧ）をフェースに近接してゴルフク
ラブヘッドに低く配置することには利点が付随する。一部の特定の型式のヘッドでは、ゴ
ルフクラブヘッドのＣＧを可能な限り低く配置することが、それがゴルフクラブヘッド内
のどこかには関係なく、ともかく最も望ましい設計とされていることがある。しかしなが
ら、多くの状況では、低く且つ前方のＣＧ場所が、先行技術の設計又は低前方ＣＧを持た
ない同等の設計には見られない幾つかの恩恵を提供することができる。
【０００４】
　参考までに、本開示内では、「フェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッド」と呼ぶの
は、ティー有り又はティー無しで使用されることを意図した何らかのウッド型式ゴルフク
ラブヘッドを意味する。参考までに、「ドライバー型式ゴルフクラブヘッド」は、主にテ
ィー有りで使用されることを意図した何らかのウッド型式ゴルフクラブヘッドを意味する
。概して、フェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドは、１３度又はそれより大きいロ
フト、より通例では１５度又はそれより大きいロフト、を有している。概して、ドライバ
ー型式ゴルフクラブヘッドは、１２度又はそれより小さいロフト、より通例では１０．５
度又はそれより小さいロフトを有している。概して、フェアウェイウッド型式ゴルフクラ
ブヘッドは、リーディングエッジからトレイリングエッジまでの長さ７３－９７ｍｍを有
している。様々な定義はフェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドをハイブリッド型式
ゴルフクラブヘッドと区別しており、ハイブリッド型式ゴルフクラブヘッドはフェアウェ
イウッド型式ゴルフクラブヘッドと似ている傾向はあるがリーディングエッジからトレイ
リングエッジまでの長さがより短い。概して、ハイブリッド型式ゴルフクラブヘッドは、
リーディングエッジからトレイリングエッジまでの長さが３８－７３ｍｍである。ハイブ
リッド型式ゴルフクラブヘッドは、更に、フェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドと
は、重量によって、ライ角によって、体積によって、及び／又はシャフト長さによって、
区別されよう。現開示のフェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドは、ロフトが１６度
である。様々な実施形態では、現開示のフェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドは、
１５－１９．５度であってもよい。様々な実施形態では、現開示のフェアウェイウッド型
式ゴルフクラブヘッドは、１３－１７度であってもよい。様々な実施形態では、現開示の
フェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドは、１３－１９．５度であってもよい。様々
な実施形態では、現開示のフェアウェイウッド型式ゴルフクラブヘッドは、１３－２６度
であってもよい。現開示のドライバー型式ゴルフクラブヘッドは、様々な実施形態では１
２度又はそれより小さく、或いは様々な実施形態では１０．５度又はそれより小さくても
よい。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国仮特許出願第６１／９０９，９６４号
【特許文献２】米国特許出願第１３／８３９，７２７号
【特許文献３】米国特許第７，７３１，６０３号
【特許文献４】米国特許第７，８８７，４３１号
【特許文献５】米国特許出願第１３／７１８，１０７号
【特許文献６】米国特許第７,８７４，９３６号
【発明の概要】
【０００６】
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　ゴルフクラブヘッドは、クラウン、ソール、及びクラウンとソールの間に配置されてい
てそれらを接続しているスカート、を含むクラブ本体と、クラブ本体の前端へ接続されて
いるフェース部分と、を含んでいる。フェース部分は、ゴルフクラブヘッドが理想的に位
置付けられているときの座標系の原点を画定する幾何学的中心を含んでおり、座標系は、
原点でフェース部分に正接し且つ地平面に平行であるｘ軸と、地平面に平行して且つｘ軸
に直交して原点に交わるｙ軸と、ｘ軸とｙ軸の両方に直交して原点に交わるｚ軸と、を含
んでいる。ゴルフクラブヘッドは、重心ＣＧを画定しており、ＣＧは、ｙ軸に沿って測定
した原点からの距離ＣＧＹにあり且つｚ軸に沿って測定した原点からの距離ＣＧＺにある
。
【０００７】
　次に続くの諸図の機構と構成要素は、本開示の一般的原理を際立たせるように描かれて
いる。それら図全体を通じて対応する機構及び構成要素は、整合性及び明解性を期して参
照符号を一致させて示されている。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】参考のためのゴルフクラブヘッドのトゥ側面図である。
【図１Ｂ】図１Ａのゴルフクラブヘッドのフェース側面図である。
【図１Ｃ】図１Ａのゴルフクラブヘッドの斜視図である。
【図１Ｄ】図１Ａのゴルフクラブヘッドの上面図である。
【図２Ａ】現開示の１つの実施形態によるゴルフクラブヘッドの上面図である。
【図２Ｂ】図２Ａのゴルフクラブヘッドのヒール側面図である。
【図２Ｃ】図２Ａのゴルフクラブヘッドのトゥ側面図である。
【図２Ｄ】図２Ａのゴルフクラブヘッドのソール側面図である。
【図３Ａ】現開示の１つの実施形態によるゴルフクラブヘッドの上面図である。
【図３Ｂ】図３Ａのゴルフクラブヘッドのヒール側面図である。
【図３Ｃ】図３Ａのゴルフクラブヘッドのトゥ側面図である。
【図３Ｄ】図３Ａのゴルフクラブヘッドのソール側面図である。
【図４Ａ】現開示の１つの実施形態によるゴルフクラブヘッドの図である。
【図４Ｂ】図４Ａのゴルフクラブヘッドのヒール側面図である。
【図４Ｃ】図４Ａのゴルフクラブヘッドのトゥ側面図である。
【図４Ｄ】図４Ａのゴルフクラブヘッドのソール側面図である。
【図５】現開示の手順によって分析されたゴルフクラブヘッドの図である。
【図６】現開示のゴルフクラブヘッドの特徴を他データ点に比較して表示しているグラフ
である。
【図７】現開示のゴルフクラブヘッドの特徴を他データ点に比較して表示しているグラフ
である。
【図８】現開示のゴルフクラブヘッドの実効性を示しているグラフである。
【図９】現開示の少なくとも１つの実施形態による調節式ゴルフクラブ技術の分解斜視図
である。
【図１０】現開示の少なくとも１つの実施形態による複合フェースプレートを含むゴルフ
クラブヘッドの前面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　ゴルフクラブ、及びゴルフクラブヘッド、並びに関連の方法、システム、装置、及び各
種器械が開示されている。当業者には、開示されているゴルフクラブヘッドは多数の中の
ほんの幾つかの例としての実施形態に記載されていることが理解されよう。如何なる特定
の用語遣いも記述も本開示又はそこから発する何れかの請求の範囲に限定を課すものと考
えられてはならない。
【００１０】
　ウッド型式ゴルフクラブヘッドの低前方重心は、様々な理由のうちの何れかの理由で好
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都合である。ウッド型式ゴルフクラブヘッドからすれば、高い打ち出しと低いスピンの組
合せが特に望ましい。ウッド型式ゴルフクラブヘッドの低前方重心場所は、スピンを減ら
し打ち出し角度を増加させることによって理想の打ち出し条件を実現するのを支援する。
また一方、一部の特定の状況では、低前方重心は、質量の大部分がゴルフクラブヘッドの
１つの領域に集中している場合には、ゴルフクラブヘッドの慣性モーメントを小さくして
しまわないとも限らない。２００７年９月２７日に出願されている「ゴルフクラブヘッド
」という名称の米国特許第７，７３１，６０３号に記載されている様に、慣性モーメント
増加が、中心を外れて接触した場合のゴルフクラブヘッドの安定性を改善するのに有益な
こともある。例えば、ゴルフクラブヘッドの質量の大部分を低前方に配置させると、ゴル
フクラブヘッドの重心を移すことができる。また一方で、慣性モーメントは、質量と当該
質量部から慣性モーメントの測定される軸までの距離の二乗の関数である。質量部と慣性
モーメントの軸の間の距離が変化するにつれ、本体の慣性モーメントは二次式に変化する
。但し、質量が１つの場所に集中してしまっていることから、重心は局在する質量部によ
り近くなりがちである。而して、質量が１つの区域に集中しているゴルフクラブヘッドは
、場合によっては、著しく低い慣性モーメントを有することになってしまう。
【００１１】
　著しく低い慣性モーメントは、場合によっては、有害となり得る。特に下手な打撃及び
／又は中心外れの打撃に関して、ゴルフクラブヘッドの低い慣性モーメントは、ゴルフク
ラブヘッドの捩れを生じさせる原因となりかねない。地面に平行に且つフェースに正接で
ある線に平行に重心を通る軸（以後、「重心ｘ軸」）に沿った慣性モーメントに関し、低
慣性モーメントは、中心外れの打撃については飛行特性を変えてしまいかねない。現論考
では、重心がゴルフクラブヘッドの特に低前方にあるとき、重心より実質的に上の打撃は
、比較的大きなモーメントアーム及び捩れの可能性を生じさせる。重心ｘ軸周りのゴルフ
クラブヘッドの慣性モーメント（以後、「Ｉｘｘ」）が著しく低いなら、高捩れは、結果
的に、エネルギーをゴルフボールへ伝達させて飛距離を生ませるよりもむしろ捩れにエネ
ルギーを失わせてしまうかもしれない。而して、低前方重心は、より良い打ち出し条件を
生み出すには有益であっても、実施が貧弱であれば、一部の特定の状況では、著しく寛容
性に欠けるゴルフクラブヘッドをもたらすかもしれない。
【００１２】
　ゴルフクラブヘッドにおける低前方重心場所は好ましい飛行条件をもたらし、というの
も低前方重心場所は正接フェース平面に垂直な重心の投影をもたらすからである（ここに
参考文献としてそっくりそのまま援用される「ゴルフクラブ」という名称で２０１３年３
月１５日に出願されている米国特許出願第１３／８３９，７２７号に記載されている正接
フェース平面及び重心投影の論考を見られたし）。ボールとのインパクト時、重心投影は
より高い又はより低いスピン及び打ち出し角度を生じさせる垂直ギア効果を決定付ける。
重心をゴルフクラブヘッド低くに移すと、より低い重心投影を得られるが、ゴルフクラブ
ヘッドのロフトのせいで、重心を前方に移しても同様により低い重心投影を提供すること
ができる。低重心と前方重心の組合せは、低重心投影を実現するのに非常に効率的なやり
方である。しかしながら、前方重心はＩｘｘを不必要に低くしてしまいかねない。全体と
しての慣性モーメント―及び特にＩｘｘ―への有害影響無しに低ＣＧ投影を実現する質量
配分が、好ましい飛行条件と中心外れの当たりに対するより大きな寛容性の両方を実現す
るうえで最も有利ということになろう。重心投影の実効性に対して説明するのに助けとな
るパラメータは、ＣＧＹ（中心フェースから後方にｙ軸に沿って測定した重心の距離）に
対するＣＧＺ（中心フェースからｚ軸に沿って測定した重心の垂直距離）の比である。Ｃ
Ｇｚ／ＣＧｙ比がより大きな負になるほど、重心投影は典型的にはより低くなり、改善さ
れた飛行条件がもたらされることになる。
【００１３】
　而して、現開示は、中心外れの―特に中心より上の―打撃（より高いＩｘｘを示唆）に
ついてゴルフクラブヘッドの寛容性を実質的に落とすことなくＣＧｚ／ＣＧｙに対する大
きな負数（低ＣＧ投影を示唆）の恩恵を有するゴルフクラブヘッドを提供することを目指
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している。所望の結果を実現するために、Ｉｘｘ増加を実現する質量の最適配列を促すや
り方で重量をゴルフクラブヘッド内に配分させることができるが、但し質量はＣＧｚ／Ｃ
Ｇｙについて実質的に大きい負数を促進するように設置される。
【００１４】
　全般的な参考として、図１Ａ－図１Ｄを参照するとゴルフクラブヘッド１００が見られ
る。ゴルフクラブヘッド１００の１つの実施形態が開示されており、図１Ａ－図１Ｄに関
連付けて説明されている。図１Ａに見られる様に、ゴルフクラブヘッド１００は、フェー
ス１１０、クラウン１２０、ソール１３０、スカート１４０、及びホーゼル１５０を含ん
でいる。本開示の解釈上、ゴルフクラブヘッド１００のフェース１１０を含まない大半部
分をゴルフクラブ本体と考えることにする。
【００１５】
　３次元基準座標系２００が示されている。座標系２００の原点２０５は、ゴルフクラブ
ヘッド１００のフェースの幾何学的中心（ＣＦ）に配置されている。ゴルフクラブの打撃
フェースの幾何学的中心を測定する方法論については、Ｕ．Ｓ．Ｇ．Ａ．の２００５年３
月２５日付け２．０改訂版「ゴルフクラブヘッドの可撓性を測定するための手順」を見ら
れたし。座標系２００は、ｚ軸２０６、ｙ軸２０７、及びｘ軸２０８を含んでいる（図１
Ｂに示す）。それぞれの軸２０６、２０７、２０８は、互いに他の軸２０６、２０７、２
０８に直交である。ゴルフクラブヘッド１００は、リーディングエッジ１７０及びトレイ
リングエッジ１８０を含んでいる。本開示の解釈上、リーディングエッジ１７０は曲線に
よって画定されており、当該曲線は、ｙ軸２０７及びｚ軸２０６によって形成される平面
に平行に取られた何れかの断面についてｙ軸２０７に平行に測定して最も前方であるゴル
フクラブヘッド１００上の点として定義されるそれぞれの最前方点の連なりによって画定
されるものである。フェース１１０は、様々な実施形態では、溝又はスコアラインを含ん
でいよう。様々な実施形態では、リーディングエッジ１７０は、更に、そこではゴルフク
ラブヘッドの当該特定部分の湾曲がロール半径及びバルジ半径から実質的に逸脱している
エッジとすることができる。
【００１６】
　図１Ｂを参照して分かる様に、ｘ軸２０８は地平面（ＧＰ）に平行であって、当該平面
へゴルフクラブヘッド１００は正しく着けられることになる―ゴルフクラブヘッド１００
の所望配列ではソール１３０がＧＰと接触するように配列される。ｙ軸２０７もＧＰに平
行であり、ｘ軸２０８に直交である。ｚ軸２０６は、ｘ軸２０８、ｙ軸２０７、及びＧＰ
に直交である。ゴルフクラブヘッド１００は、トゥ１８５及びヒール１９０を含んでいる
。ゴルフクラブヘッド１００は、ホーゼル１５０の軸に沿って画定されているシャフト軸
（ＳＡ）を含んでいる。ゴルフクラブとして組み立てられるとき、ゴルフクラブヘッド１
００はゴルフクラブシャフト（図示せず）へ接続される。典型的には、ゴルフクラブシャ
フトは、ホーゼル１５０に画定されているシャフト孔２４５の中へ挿入される。よって、
ゴルフクラブヘッド１００に対するＳＡの配列は、ゴルフクラブヘッド１００がどの様に
使用されるかを定義付けることになる。ＳＡは、ＧＰに対して或る角度１９８に整列され
ている。角度１９８は当技術ではゴルフクラブヘッド１００のライ角（ＬＡ）として知ら
れている。ＳＡとＧＰの地平面交点（ＧＰＩＰ）が参照用に示されている。様々な実施形
態では、ＧＰＩＰは、ゴルフクラブヘッド１００の機構を測定し参照付けることのできる
基準点として使用されている。図１Ａに関連付けて示されている様に、ＳＡは、原点２０
５から離れて現実施形態の原点とも軸２０６、２０７、２０８の何れとも直接に交わらな
いように配置されている。様々な実施形態では、ＳＡは、少なくとも１つの軸２０６、２
０７、２０８及び／又は原点２０５と交わるように配列されていてもよい。ｚ軸地平面交
点２１２が、ｚ軸がＧＰと交わる点として見てとれる。図１Ｄに見られる上面図はゴルフ
クラブヘッド１００のもう１つの図を示している。シャフト孔２４５がホーゼル１５０に
画定されているのが見てとれる。
【００１７】
　図１Ａに戻って、クラウン高さ１６２が示されており、それはｚ軸２０６に平行に測定
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してＧＰからクラウン１２０の最も高い点までの高さとして測定されている。ゴルフクラ
ブヘッド１００は、更に、ｚ軸２０６に平行に測定したフェース１１０の高さである有効
フェース高さ１６３を有している。有効フェース高さ１６３は、フェース１１０上の最も
高い点からリーディングエッジ１７０に近接するフェース１１０上の最も低い点までを測
定している。クラウン１２０とフェース１１０の間には移行部が存在しており、そのため
、フェース１１０上の最も高い点は実施形態の間で僅かに異なろう。現実施形態では、フ
ェース１１０上の最も高い点とフェース１１０上の最も低い点は、フェース１１０の湾曲
が実質的にロール半径から逸れている点である。幾つかの実施形態では、その様な点を特
徴付けるずれは曲率半径の１０％変化とすることができる。様々な実施形態では、有効フ
ェース高さ１６３はクラウン高さ１６２より２－７ｍｍ小さくてもよい。様々な実施形態
では、有効フェース高さ１６３はクラウン高さ１６２より２－１２ｍｍ小さくてもよい。
有効フェース位置高さ１６４は、ｚ軸２０６の方向に測定したＧＰからフェース１１０上
の最も低い点までの高さである。様々な実施形態では、有効フェース位置高さ１６４は２
－６ｍｍであってもよい。様々な実施形態では、有効フェース位置高さ１６４は０－１０
ｍｍであってもよい。ｙ軸２０７の方向に測定したゴルフクラブヘッド１００の距離１７
７もまた図１Ａを参照して分かる。距離１７７は、リーディングエッジ１７０からトレイ
リングエッジ１８０までの長さの測定値である。距離１７７は、様々な実施形態では、ゴ
ルフクラブヘッドのロフトに依存していよう。
【００１８】
　本開示の解釈上、以上に開示されている諸部分及び参照は、修正のない限り本開示の様
々な実施形態を通じて一貫しているものとする。当業者には、１つの実施形態に関連する
参照が他の様々な実施形態と共に含まれ得ることが理解されるであろう。
【００１９】
　図２Ａ－図２Ｄには、現開示の１つの実施形態のゴルフクラブヘッド１０００が含まれ
、説明されている。ゴルフクラブヘッド１０００は、ゴルフクラブヘッド１０００のソー
ル１３０に配置されている質量要素１０１０を含んでいる。質量要素１０１０は、現実施
形態ではゴルフクラブヘッドの前方／中心に近接して配置されているが、ヒール－トゥ重
量として分割されているか又は様々な他の配列にあってもよい。ゴルフクラブヘッド１０
００の距離１７７は、現実施形態では、約１１０．８ｍｍである。様々な実施形態では、
距離１７７は、９０ｍｍ未満乃至１４０ｍｍ超までばらつきが大きい。ソール機構１０２
０が、ゴルフクラブヘッド１０００の本体の延長部分として含まれている。ソール機構１
０２０は、重心をより低くするのを助け慣性モーメント増加をもたらす追加質量の場所を
提供している。ソール機構１０２０は、様々な実施形態では、約５－１５立方センチメー
トルの体積をゴルフクラブヘッド１０００へ加増する。現実施形態では、ソール機構１０
２０は、約９．２ｃｃの体積をゴルフクラブヘッド１０００へ加増する。
【００２０】
　図２Ａ－図２Ｄの図（及び現開示の残りの全図）では、ゴルフクラブヘッドは、ＵＳＧ
Ａ手順に従って理想的に―具体的には、フェーススクエアを正規アドレス位置に置き、シ
ャフト軸を（ｘ－ｚ平面に平行な）中立位置に整列させ、ライ角を特定の実施形態につい
て指定されているライとは無関係に約６０度にした状態で―位置付けられるようにセット
アップされている。現実施形態の質量要素１０１０は３３．６グラムであるが、異なる実
施形態では異なる質量要素が利用されよう。ソール機構１０２０は、約２０．５グラムの
質量を作り出しているが、異なる実施形態では、広範に異なった質量が利用されよう。現
実施形態のソール機構１０２０は全体がチタンであり、様々な実施形態では、鉛、鋼、タ
ングステン、アルミニウム、及び異なる密度の他の各種材料を含め、様々な材料を含んで
いよう。当業者には理解される様に、現開示の様々な実施形態の各種質量要素及び質量機
構は、上述のものを含む各種材料であってもよく、また各種材料及び構成は、理想的なプ
レイ条件を実現するように様々な実施形態間で置き換えできるものであってもよい。
【００２１】
　特に図２Ａを参照して、現実施形態のゴルフクラブヘッド１０００は、フェース１１０
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と、クラウン１２０及びトゥ１８５の極一部と接面する接面部分１００４と、を含むフェ
ースインサート１００２を含んでいる。様々な実施形態では、フェースインサート１００
２は、様々な形状、サイズ、及び材料であってよい。様々な実施形態では、フェースイン
サートは、ゴルフクラブヘッド１０００のフェース１１０の諸部分としか接面していない
こともあれば、設計に依ってはフェース１１０の外部の諸部分と接面していることもあろ
う。現実施形態では、フェースインサートは、「複合品及びそれを製作するための方法」
という名称で２００７年１２月１９日に出願されている米国特許第７,８７４，９３６号
に記載されている複合材料である。各種の金属、複合材料、セラミクス、及び各種有機材
料を含め、様々な材料を使用することができよう。現実施形態では、フェースインサート
１００２は、ゴルフクラブヘッド１０００のフェース１１０の質量を所望に応じて他の部
分へ再配置させることができるように、又はゴルフクラブヘッド１０００を特に低い質量
で作ることができるように、複合材料である。様々な実施形態では、ゴルフクラブヘッド
１０００の質量は１０－２０グラムの質量節減分だけ軽減化される。現実施形態では、金
属系フェースインサート１００２を有する同じ実施形態の同等のゴルフクラブヘッド１０
００と比較して１０グラムの質量節減分が見られる。先に示唆されている様に、ゴルフク
ラブヘッド１０００の距離１７７は現実施形態では約１１０．８ｍｍであるが、様々な実
施形態では、本開示の他の箇所に見てとれる様に、変わってもよい。現実施形態では、ゴ
ルフクラブヘッド１０００は、約４５５－４６４立方センチメートル（ＣＣ）の体積であ
る。ｙ軸２０７方向に測定した、原点２０５とリーディングエッジ１７０の間の距離１０
５５が、現図に見られる。ゴルフクラブヘッド１０００について、当該距離は約３．６ｍ
ｍである。
【００２２】
　特に図２Ｂを参照して分かる様に、前方質量枠１０３０及び後方質量枠１０４０が参照
のみを目的に描画されているのが分かる。質量枠１０３０、１０４０は、ゴルフクラブヘ
ッド１０００の機構ではなく、ゴルフクラブヘッド１０００の各種機構を描くうえでの参
照のために示されている。図２Ｂの図はヒール１９０を示している。而して、図２Ｂは、
ｙ－ｚ平面、即ちｙ軸２０７とｚ軸２０６によって形成される平面の図を示している。而
して、ここに説明されている様々な質量枠１０３０、１０４０の距離は、ｙ－ｚ平面へ投
影したものとして測定されている。
【００２３】
　各質量枠１０３０、１０４０は、ゴルフクラブヘッド１０００と現行の各種ゴルフクラ
ブヘッドの分析及び比較のための定義されている質量割付帯域を表現している。現実施形
態では、各質量枠１０３０、１０４０は形状が矩形であるが、様々な実施形態では質量定
義帯域は様々な形状のものがあろう。
【００２４】
　前方質量枠１０３０は、ｚ軸２０６に平行に測定した第１寸法１０３２及びｙ軸２０７
に平行に測定した第２寸法１０３４を有している。現実施形態では、第１寸法１０３２は
ＧＰから測定されている。現実施形態では、第１寸法１０３２は質量枠１０３０の第１側
辺１０３６から第３側辺１０３８までの距離を測定し、第２寸法１０３４は質量枠１０３
０の第２側辺１０３７から第４側辺１０３９までの距離を測定している。前方質量枠１０
３０は、ＧＰと一致している第１側辺１０３６を含んでいる。第２側辺１０３７は、ｚ軸
２０６に平行であり、リーディングエッジ１７０に正接しており、その結果、前方質量枠
１０３０はゴルフクラブヘッド１０００の最も低く最も前方の部分として画定されている
領域を包含している。前方質量枠１０３０は幾何学的中心点１０３３を含んでいる。前方
質量枠１０３０の幾何学的中心点１０３３は、第１寸法１０３２の第１側辺１０３６及び
第３側辺１０３８から２分の１に位置し且つ第２寸法１０３４の第２側辺１０３７及び第
４側辺１０３９から２分の１に位置する点であることが当業者には理解されるはずである
。現実施形態では、第１寸法１０３２は約２０ｍｍであり、第２寸法１０３４は約３５ｍ
ｍである。様々な実施形態では、それは、様々なゴルフクラブヘッドの質量配分を異なっ
た幾何学的形状又は異なったサイズの質量割付帯域の観点から特徴付けるための値として



(12) JP 6497900 B2 2019.4.10

10

20

30

40

50

もよく、当業者には、現開示の質量枠１０３０、１０４０は、本開示の範囲又は本開示に
由来する何れかの特許請求の範囲へ制限を課すものと考えられてはならないことが理解さ
れよう。
【００２５】
　後方質量枠１０４０は、ｚ軸２０６に平行に測定した第１寸法１０４２及びｙ軸２０７
に平行に測定した第２寸法１０４４を有している。現実施形態では、第１寸法１０４２は
ＧＰから測定されている。現実施形態では、第１寸法１０４２は質量枠１０４０の第１側
辺１０４６から第３側辺１０４８までの距離を測定し、第２寸法１０４４は質量枠１０４
０の第２側辺１０４７から第４側辺１０４９までの距離を測定している。後方質量枠１０
４０はＧＰと一致している第１側辺１０４６を含んでいる。第４側辺１０４９はｚ軸２０
６に平行であり、トレイリングエッジ１８０に正接しており、その結果、後方質量枠１０
４０はゴルフクラブヘッド１０００の最も低く最も後方の部分として画定されている領域
を包含している。後方質量枠１０４０は幾何学的中心点１０４３を含んでいる。後方質量
枠１０４０の幾何学的中心点１０４３は、第１寸法１０４２の第１側辺１０４６及び第３
側辺１０４８から２分の１に位置し且つ第２寸法１０４４の第２側辺１０４７及び第４側
辺１０４９から２分の１に位置する点であることが当業者には理解されるはずである。現
実施形態では、第１寸法１０４２は約３０ｍｍであり、第２寸法１０４４は約３５ｍｍで
ある。様々な実施形態では、それは、様々なゴルフクラブヘッドの質量配分を異なった幾
何学的形状又は異なったサイズの質量割付帯域の観点から特徴付ける値としてもよく、当
業者には、現開示の質量枠１０３０、１０４０は、本開示の範囲又は本開示に由来する何
れかの特許請求の範囲へ制限を課すものと考えられてはならないことが理解されよう。
【００２６】
　質量枠１０３０、１０４０は、ゴルフクラブヘッド１０００の一区域であって、その内
部の質量を測定してゴルフクラブヘッド１０００の質量配分の実効性の表現とする区域を
描いている。前方質量枠１０３０は、ｘ軸２０８（図１Ｄに図示）に平行し且つＧＰに平
行する方向にゴルフクラブヘッド１０００を通って投影されていて、前方質量枠１０３０
内部に描画されている全質量を捕捉している。後方質量枠１０４０は、ｘ軸２０８（図１
Ｄに図示）に平行し且つＧＰに平行する方向にゴルフクラブヘッド１０００を通って投影
されていて、後方質量枠１０４０内部に描画されている全質量を捕捉している。
【００２７】
　現実施形態では、前方質量枠１０３０は５５．２グラムを包含し、後方質量枠１０４０
は３０．１グラムを包含しているが、異なる実施形態は様々な質量要素を含んでいよう。
ゴルフクラブヘッド１０００の追加の質量は、質量枠１０３０、１０４０の外部の１２５
．２グラムである。
【００２８】
　ゴルフクラブヘッド１０００の重心（ＣＧ）が、ゴルフクラブヘッド１０００に注記さ
れているのが分かる。クラブヘッド全体のＣＧは、示されているクラブヘッドの、クラブ
本体へ取り付けられている若しくはそれ以外に接続或いは付着されている何れの重り又は
付属物も含めた全構成要素を含んでいる。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測定した地平面か
らの距離１０５１に位置している。距離１０５１は、様々な実施形態ではΔＺとも命名さ
れており、現開示全体を通じてその様に称されていよう。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測
定した原点２０５からの距離１０５２に位置している。距離１０５２は、様々な実施形態
では、ＣＧＺとも命名されており、現開示全体を通じてその様に称されていよう。ＣＧＺ

は、原点２０５が０．０ｍｍの点を画定している状態で、上方を正、下方を負として測定
される。現実施形態では、ＣＧＺ場所は－８．８ｍｍであり、つまりはＣＧが地平面に垂
直に測定して中心フェースより下８．８ｍｍに位置していることを意味する。ＣＧは、ｙ
軸２０７に平行に測定した原点２０５からの距離１０５３に位置している。距離１０５３
は、様々な実施形態では、ＣＧＹとも命名されており、現開示全体を通じてその様に称さ
れていよう。現実施形態では、距離１０５１は２４．２ｍｍであり、距離１０５２は－８
．８ｍｍであり、距離１０５３は３３．３ｍｍである。
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【００２９】
　第１ベクトル距離１０５７が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的
中心点１０３３からＣＧまでの距離を画定している。現実施形態では、第１ベクトル距離
１０５７は約２４．５ｍｍである。第２ベクトル距離１０５８が、ｙ－ｚ平面に測定した
、ＣＧから後方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現
実施形態では、第２ベクトル距離１０５８は約５６．２ｍｍである。第３ベクトル距離１
０５９が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的中心点１０３３から後
方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現実施形態では
、第３ベクトル距離１０５９は約７６．３ｍｍである。
【００３０】
　見て取れる様に、ＣＧと幾何学的中心点１０３３と幾何学的中心点１０４３の場所は、
様々な機構の関係性を説明するベクトル三角形１０５０を形成している。ベクトル三角形
１０５０は、参照用であり、ゴルフクラブヘッド１０００の物理的機構として見られるわ
けではない。本開示の後段でより詳細に論じられている様に、ベクトル三角形１０５０は
、現開示のゴルフクラブヘッドの性能特性の改善における特定の設計の実効性を求めるた
めに利用されている。ベクトル三角形１０５０は、距離１０５７に対応する第１辺１０８
７、距離１０５８に対応する第２辺１０８８、及び第３距離１０５９に対応する第３辺１
０８９を含んでいる。
【００３１】
　正接フェース平面ＴＦＰもまた図２Ｂに見てとれる。ＴＦＰは、フェース１１０に原点
２０５（ＣＦ）で正接する平面である。ＴＦＰ２３５は、フェース１１０がロール半径及
びバルジ半径で湾曲しているとしても、フェース１１０にとっての平面を近似している。
ＴＦＰは、ｚ軸２０６に対して角度２１３を成している。現実施形態での角度２１３は、
当業者なら理解される様にゴルフクラブヘッドのロフト角と同じである。シャフト平面ｚ
軸２０９が見られ、（現図からすれば）ＳＡと一致している。様々な実施形態では、シャ
フト平面ｚ軸２０９は、ＳＡの、ｙ－ｚ平面への投影である。現実施形態について、ＳＡ
は、ｘ－ｚ平面―ｘ軸２０８とｚ軸２０６によって形成される平面―に平行な平面内にす
っぽり入っている。而して、現実施形態では、シャフト平面ｚ軸２０９は、ｚ軸２０６に
平行である。幾つかの実施形態では、ＳＡは、ｘ軸２０８とｚ軸２０６によって形成され
る平面に平行な平面にはないであろう。
【００３２】
　ＣＧ投影線１０６２が、ＣＧのＣＧ投影点１０６４でのＴＦＰへの投影を示している。
ＣＧ投影点１０６４は、９０°でＴＦＰへ投影したＣＧの場所を記述している。而して、
ＣＧ投影点１０６４は、原点２０５での中心フェース（ＣＦ）に対比させたＣＧの記述を
可能にしている。現実施形態のＣＧ投影点１０６４は、ＣＦ２０５からオフセットしてい
る。ＣＧ投影点１０６４のＣＦ２０５からのオフセットは、様々な実施形態ではＴＦＰに
沿って測定されることもあれば、様々な実施形態ではｚ軸に平行に測定されることもある
。現実施形態では、ＣＧ投影点１０６４のＣＦ２０５からのオフセット距離は約－２．３
ｍｍであり、ＣＧが中心フェースより下約２．３ｍｍに投影されることを意味する。
【００３３】
　様々な実施形態では、ここに開示されている機構の寸法及び場所は、設計の目標を実現
する際の重量配分の実効性を定義するのに助けとなるように、様々な比、面積、及び寸法
の関係性―とりわけゴルフクラブヘッド１０００の様々な他の寸法との兼ね合い―を定義
するのに使用することができるであろう。
【００３４】
　ＣＧは、ＣＧｚ軸８０６、ＣＧｙ軸８０７、及びＣＧｘ軸８０８（図２Ａに図示）を含
むＣＧ座標系の原点を画定している。ＣＧｚ軸８０６はｚ軸２０６に平行であり、ＣＧｙ
軸８０７はｙ軸２０７に平行であり、ＣＧｘ軸８０８はｘ軸２０８に平行である。「ゴル
フクラブヘッド」という名称で２００７年９月２７日に出願されている米国特許第７，７
３１，６０３号に関連して記載されている様に、任意のゴルフクラブヘッドの慣性モーメ
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ント（ＭＯＩ）が、特にここに画定されているＣＧ軸に関して、ＣＧ周りに測定されてい
る。ＩｘｘはＣＧｘ軸８０８周りの慣性モーメントであり、ＩｙｙはＣＧｙ軸８０７周り
の慣性モーメントであり、Ｉｚｚは、ＣＧｚ軸８０６周りの慣性モーメントである。
【００３５】
　本開示の他の箇所で説明されている様に、著しく低いＭＯＩは、中心外れの当たりにつ
いて不安定を生じさせる原因となりかねない。とはいえ、ＭＯＩは、典型的には、特定の
質量に対し、当該質量部の長さ及び大きさ（magnitude）を使用して釣り合わせることが
できる。１つの例が以下の方程式、即ち、
【００３６】
【数１】

【００３７】
に見られ、ここに、Ｉは慣性モーメントであり、ｍは質量であり、Ｌは回転軸から当該質
量部までの距離である（αは比例関係を指示）。而して、慣性モーメントは距離の二乗で
変化し質量部の大きさに関しては線形にしか変化しないので、回転軸から質量部までの距
離は質量部の大きさよりも重要性が大きい。
【００３８】
　ゴルフクラブヘッド１０００の現実施形態では、複数の質量要素―質量要素１０１０及
びソール機構１０２０を含む―を含ませることにより、質量を重心から遠く配置させるこ
とができるようになる。結果として、ゴルフクラブヘッド１０００の慣性モーメントは、
同様のＣＧ場所を有する幾つかの同等のクラブよりも高くなる。現実施形態でのＩｘｘは
約２８３ｋｇ－ｍｍ２である。現実施形態でのＩｚｚは約３８０ｋｇ－ｍｍ２である。
【００３９】
　多くの先行技術の設計のゴルフクラブヘッドでは、ＭＯＩを増加させるための主要なメ
カニズムは、ゴルフクラブヘッド質量の大部分を可能な限りトレイリングエッジ１８０寄
りに移すことであった。その様な設計は、典型的には、高いＭＯＩを実現したが、ＣＧの
ＴＦＰへの投影は著しく高く、低ＣＧの恩恵を打ち消すことによってゴルフクラブヘッド
の性能を低下させた。
【００４０】
　質量枠１０３０、１０４０の大きさは、ゴルフクラブヘッド１０００での慣性モーメン
ト増加の実効性の幾らかの説明を提供する。ベクトル三角形１０５０は、ゴルフクラブヘ
ッド１０００の低ＣＧを維持しながらにＭＯＩを増加させることの実効性についての説明
を提供する。追加的に、ゴルフクラブヘッド１０００は、質量枠１０３０、１０４０内の
質量（それぞれ５５．２ｇ及び３０．１ｇ）をゴルフクラブヘッド１０００の質量枠の外
部の質量（１２５．２ｇ）と比較した比を使用して特徴付けることができる。先に説明さ
れている様に、低ＣＧは、ＴＦＰへの低ＣＧ投影という恩恵を提供する。而して、低ＭＯ
Ｉの負の影響を被ることなくＭＯＩを増加させるには、複数の質量部をゴルフクラブヘッ
ド１０００に低く配置させれば低ＣＧの性能利得を可能にしながらに高い安定性を現出さ
せることができる。
【００４１】
　ゴルフクラブヘッド１０００でのＣＧ場所を低くしながらにＭＯＩを増加させることの
実効性を定量化する１つの方法は、ベクトル三角形１０５０の面積を求める、というもの
である。ベクトル三角形１０５０の面積は、次の方程式、即ち、
【００４２】

【数２】

【００４３】
を用いて見いだされ、ここに、
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【００４４】
【数３】

【００４５】
である。
【００４６】
　面積計算を利用すると、ベクトル三角形１０５０のＡは約４５６ｍｍ２である。
【００４７】
　ゴルフクラブヘッド１０００でのＣＧ場所を低くしながらにＭＯＩを増加させることの
実効性を定量化する１つの方法は、ベクトル三角形１０５０の様々な辺１０８７、１０８
８、１０８９の比を提供する、というものである。様々な実施形態では、ベクトル比は、
ベクトル三角形１０５０の第１辺１０８７と第２辺１０８８の距離の和をベクトル三角形
１０５０の第３辺１０８９と比較した比として求められる。ベクトル三角形１０５０に関
し、先に指摘されている様に、それら辺は、第１距離１０５７、第２距離１０５８、及び
第３距離１０５９になっている。定位は、第１辺１０８７と第２辺１０８８が共に第３辺
１０８９より上に定位している。殆どの実施形態では、ベクトル三角形１０５０の１つの
辺は、他の２つの辺より大きいであろう。殆どの実施形態では、ベクトル三角形１０５０
の最大辺は第３辺１０８９ということになる。殆どの実施形態では、ベクトル比は、２つ
の小辺の和を大辺と比較した比を取ることによって求められる。幾つかの実施形態では、
第３辺１０８９が他の２つの辺の一方より小さいということがあり得るが、その様な実施
形態は、ドライバー型式ゴルフクラブヘッドにとっては稀であろう。ベクトル比は、以下
の式、即ち、
【００４８】

【数４】

【００４９】
を用いて見いだされ、ここに、ＶＲはベクトル比であり、ａは第１辺１０８７を特徴付け
る第１距離１０５７であり、ｂは第２辺１０８８を特徴付ける第２距離１０５８であり、
ｃは第３辺１０８９を特徴付ける第３距離１０５９である。全ての実施形態では、ベクト
ル比は最小でも１となるはずであり、というのも、数学的解が１より小さければ三角形が
形成されていると示唆しないことになってしまうからである。現実施形態では、ベクトル
比は、約（２４．５＋５６．２）／７６．３＝１．０５７７である。
【００５０】
　様々な実施形態では、最大辺は第３辺でないこともある。その様な実施形態でも、低Ｃ
Ｇ高ＭＯＩに対するベクトル比の関係を維持するために、第３距離１０５９がなお以上の
方程式の要素ｃとして利用されるものとする。様々な実施形態では、ベクトル三角形は、
等辺（全辺が等距離）のこともあれば二等辺（２辺が等距離）のこともある。等辺三角形
の場合には、ベクトル比は２．００００となるであろう。
【００５１】
　様々な実施形態では、ＣＧ場所の実効性は、ＣＧＺの観点から、またＣＧＺのＣＧＹに
対する関係の観点から、特徴付けられていている。様々な実施形態では、ＣＧ場所の実効
性は、ΔＺの観点から、またＣＧＺに対する関係から、特徴付けられている。様々な実施
形態では、ＣＧＺをＭＯＩと組み合わせて性能を特徴付けている。様々な実施形態では、
ＣＧＺとＣＧＹをＭＯＩと組み合わせて性能を特徴付けている。ここに開示されている様
々な関係性は現開示の更なる図を参照してより詳細に説明されているが、何らの特定の表
現も開示の範囲へ制限を課すものと考えられてはならないことが当業者には理解されるで
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あろう。
【００５２】
　様々な実施形態では、質量枠内部に配置されている質量の慣性モーメント寄与は、ここ
に説明されている様に或る程度定量化することができる。ゴルフクラブヘッドの質量枠内
に配置されている質量の慣性モーメントへの寄与を特徴付けるために、ＭＯＩ実効性総和
(以後ＭＯＩｅｆｆ)が、質量枠１０３０、１０４０の各枠内の質量及びＣＧと各幾何学的
中心１０３３、１０４３の間の長さを利用して、以下の方程式、即ち、
【００５３】
【数５】

【００５４】
を用いて計算され、ここに、ｍｎは、（質量枠１０３０、１０４０の様な）特定の質量枠
ｎ内の質量であり、Ｌｎは、ＣＧと質量枠ｎの間の距離（それぞれ距離１０５７、距離１
０５８）である。現実施形態では、ＭＯＩｅｆｆ＝（５５．２グラム）×（２４．５ｍｍ
）２＋（３０．１グラム）×（５６．２ｍｍ）２?１２８，２００ｇ・ｍｍ２＝１２８．
２ｋｇ・ｍｍ２である。これは、質量枠内部の質量によって提供される慣性モーメントの
厳密な数ではないが、実際に、質量枠の領域中の質量がゴルフクラブヘッド１０００の様
なゴルフクラブヘッドのＭＯＩにどう影響するかの比較のための根拠を提供する。
【００５５】
　様々な実施形態では、ＭＯＩ実効性総和比（ＲＭＯＩ）は、ＭＯＩｅｆｆのｙ－ｚ平面
内のゴルフクラブヘッド全体のＭＯＩ（Ｉｘｘ）に対する比として有用であろう。現実施
形態では、ＲＭＯＩ＝ＭＯＩｅｆｆ／Ｉｘｘ＝１２８．２ｋｇ・ｍｍ２／２８３ｋｇ・ｍ
ｍ２?０．４５３である。
【００５６】
　見てとれる様に、ゴルフクラブヘッド１０００及び現開示の他のゴルフクラブヘッドは
、ロフトスリーブ１０７２を含む調節式ロフトスリーブを含んでいる。調節式ロフトの技
術は、参考文献としてここにそっくりそのまま援用される「ゴルフクラブ」という名称で
２００８年１２月３０日に出願されている米国特許第７，８８７，４３１号に関連して、
またその様な出願への優先権を主張する追加の出願の中に、更に詳細に記載されている。
とはいえ、様々な実施形態では、調節式ロフトは、現開示の機能発揮にとって必須という
わけではない。
【００５７】
　ここに説明されている機構に加え、図２Ａ－図２Ｄの実施形態は、更に、「高体積空気
力学ゴルフクラブヘッド」という名称で２０１２年１２月１８日に出願されている整理番
号第１３／７１８，１０７号を冠する米国特許への出願としての出願に従って記載されて
いる空気力学的形状を含んでいる。本発明の空気力学的態様を改善するにあたり、様々な
要因が本開示の範囲を修正することなしに修正されてもよい。様々な実施形態では、ゴル
フクラブヘッド１０００の体積は４３０ｃｃ乃至５００ｃｃとすることができる。現実施
形態では、ゴルフクラブのクラウン上には、反転、陥凹、又は凹形状要素は何もなく、而
してクラウンはその本体に亘って凸状を保っているが、クラウンの曲率は様々な実施形態
では可変であってもよい。
【００５８】
　図２Ｃを参照して分かる様に、有効フェース高さ１６３及びクラウン高さ１６２が示さ
れている。有効フェース高さ１６３は、現実施形態では、５６．５ｍｍである。フェース
高さ１６５が示されており、現実施形態では約５９．１ｍｍである。フェース高さ１６５
は、有効フェース高さ１６３と有効フェース位置高さ１６４の組合せである。クラウン高
さ１６２は、現実施形態では、約６９．４ｍｍである。見てとれる様に、クラウン高さ１
６２のフェース高さ１６５に対する比は６９．４／５９．１即ち約１．１７である。様々
な実施形態では、当該比は変わることもあり、「高体積空気力学ゴルフクラブヘッド」と
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いう名称で２０１２年１２月１８日に出願されている整理番号第１３／７１８，１０７号
を冠する米国特許への出願によって報告され詳述されている。図２Ｃの図は、トゥ側面図
から見た前方質量枠１０３０及び後方質量枠１０４０の投影を含んでいる。質量枠１０３
０、１０４０のゴルフクラブ１０００の外部にはみ出す部分は、図２Ｃの図からは除去さ
れていることに留意されたい。
【００５９】
　特に図２Ｄを参照して分かる様に、質量要素１０１０がリーディングエッジ１７０に近
接して且つｙ軸２０７に近接して見られる。現実施形態では、質量要素１０１０は、約３
０ｍｍの直径１０１２を有する円形をしている。質量要素１０１０の中心点１０１４は、
ｘ軸２０８（図２Ａを見られたし）に平行する方向に測定したｙ軸２０７からの距離１０
１６に位置している。現実施形態の質量要素１０１０は、タングステン材料であり、約３
５グラムの重さがあるが、様々な実施形態では、様々なサイズ、材料、及び重量が見いだ
されるであろう。質量要素１０１０の中心点１０１４は、ｙ軸２０７に平行に測定したリ
ーディングエッジ１７０からの距離１０１８に位置している。現実施形態では、距離１０
１６は３．２ｍｍであり、距離１０１８は３２．６ｍｍである。
【００６０】
　現実施形態のソール機構１０２０は、ｘ軸２０８に平行する方向に測定して約３６．６
ｍｍの幅１０２２を有するものとして示されている。ソール機構１０２０は、ｙ軸２０７
に平行にソール機構１０２０の最もフェース寄りの点１０２６からトレイリングエッジ１
８０に一致するトレイリングエッジ点１０２８までを測定して約７４．５ｍｍの長さ１０
２４を有している。ソール機構１０２０は、長さ１０２４に沿って何らかの輪郭及び変化
を有してはいるが、ソール機構１０２０はほぼ一定した幅１０２２を保っている。現実施
形態では、トレイリングエッジ点１０２８は、ｘ軸２０８に平行する方向に沿って測定し
てソール機構１０２０の中心に近接している。ソール機構１０２０の第１中心点１０２９
が、最もフェース寄りの点１０２６に近接して位置しており、ソール機構１０２０のその
最もフェース寄りの部分に当該ソール機構の略中心を識別している。現実施形態では、第
１中心点１０２９は質量要素１０１０内に位置してはいるが、第１中心点１０２９はソー
ル機構１０２０の機構である。ソール機構流れ方向１０２５が、第１中心点１０２９をト
レイリングエッジ点１０２８とつなぐことによって示されている。ソール機構流れ方向１
０２５は、ソール機構１０２０が、どの様にゴルフクラブヘッド１０００のソール１３０
に沿って連続するように延びているかを表している。現実施形態では、ソール機構流れ方
向１０２５は、ｙ軸２０７に対して約１１°の角度１０３１に配列されている。現実施形
態では、角度１０３１は、ゴルフスイング中のソール機構１０２０のゴルフクラブヘッド
１０００周りの空気流れとの相互作用による潜在的な空気流れ抗力を最小化するゴルフク
ラブヘッド１０００のアプローチ角度の配列に係り選定されている。
【００６１】
　図２Ｄの図は、前方質量枠１０３０の境界１００３と後方質量枠１０４０の境界１００
４をそれぞれ表示している。境界１００３、１００４は、ＧＰ（図２Ｂに関連して図示）
から或る特定の高さでゴルフクラブヘッド１０００を通って投影した質量枠１０３０、１
０４０の相互作用を表示している。ゴルフクラブヘッド１０００の様々な表面は、様々な
湾曲―例えばスカート１４０に沿って―を含んでいるので、境界１００３、１００４は、
図２Ｂの図以外の図では、湾曲に沿っている様に見える。而して、図２Ｄの図はゴルフク
ラブヘッド１０００の質量枠１０３０、１０４０内に収まっている諸部分のマッピングを
提供している。
【００６２】
　別の実施形態のゴルフクラブヘッド２０００が図３Ａ－図３Ｄに関連付けて見られる。
特に図３Ａを参照して分かる様に、ゴルフクラブヘッド２０００は、延長トレイリングエ
ッジ部分２０２５を含んでいる。延長トレイリングエッジ部分２０２５は、トレイリング
エッジ１８０を延ばし、トレイリングエッジ１８０のｙ軸２０７に近接する部分として画
定されているトレイリングエッジの中央部分へ鋭形を生じさせている。ゴルフクラブヘッ
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ド２０００は、クラウン１２０の最も高いクラウン点２０２９に近接する部分からトレイ
リングエッジ１８０までの移行部を提供する凹部分２０２７を含んでいる。現実施形態で
は、距離１７７は約１２５．１ｍｍである。クラウン１２０は、凹部分２０２７の領域で
は形状が凹状である。様々な実施形態では、凹部分２０２７は、トレイリングエッジ１８
０まで延びていることもあれば、トレイリングエッジ１８０の手前で直線部分又は凸部分
へと移行していることもあろう。現実施形態では、ゴルフクラブヘッド２０００は、約４
５８ｃｃの体積である。ｙ軸２０７の方向に測定した原点２０５とリーディングエッジ１
７０の間の距離２０５５が現図に見られる。ゴルフクラブヘッド２０００について、当該
距離は約３．５ｍｍである。
【００６３】
　図３Ｂを参照して分かる様に、ゴルフクラブヘッド２０００は、第１質量要素２０１０
及び第２質量要素２０２０を含んでいる。現実施形態では、第１質量要素２０１０は約１
６グラムであり、第２質量要素２０２０は約４１．５グラムであるが、様々な実施形態で
は様々な修正が見いだされるであろう。質量要素２０２０は、ゴルフクラブヘッド２００
のソール１３０からＧＰ方向へ突き出しているソール１３０も含めた部分であるソール機
構２０２１に収納されている。ゴルフクラブヘッド２０００は、ゴルフクラブヘッド１０
００に関して使用されたのと同じ手順に従って画定されている同じ質量枠１０３０、１０
４０を使用して特徴付けられる。現実施形態では、質量枠１０３０、１０４０は、寸法自
体は同じままであるが、ゴルフクラブヘッド１０００のそれらとは距離を違えて離隔され
ている。
【００６４】
　現実施形態では、前方質量枠１０３０は４６．８グラムを包含し、後方質量枠１０４０
は４８．９グラムを包含しているが、異なる実施形態は様々な質量要素を含んでいよう。
ゴルフクラブヘッド２０００の追加の質量は、質量枠１０３０、１０４０の外部の１１４
．２グラムである。
【００６５】
　ゴルフクラブヘッド２０００の重心（ＣＧ）が、ゴルフクラブヘッド２０００に注記さ
れているのが分かる。クラブヘッド全体のＣＧは、示されているクラブヘッドの、クラブ
本体へ取り付けられている若しくはそれ以外に接続或いは付着されている何れの重り又は
付属物も含めた全構成要素を含んでいる。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測定した地平面か
らの距離２０５１に位置している。距離２０５１は、様々な実施形態ではΔＺとも命名さ
れており、現開示全体を通じてその様に称されていよう。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測
定した原点２０５からの距離２０５２（ＣＧＺ）に位置している。現実施形態では、ＣＧ

Ｚ場所は－７．６ｍｍであり、つまりはＣＧが地平面に垂直に測定して中心フェースより
下７．６ｍｍに位置していることを意味する。ＣＧは、ｙ軸２０７に平行に測定した原点
２０５からの距離２０５３（ＣＧＹ）に位置している。現実施形態では、距離２０５１は
２４．６ｍｍであり、距離２０５２は－７．６ｍｍであり、距離２０５３は４１．９ｍｍ
である。
【００６６】
　第１ベクトル距離２０５７が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的
中心点１０３３からＣＧまでの距離を画定している。現実施形態では、第１ベクトル距離
２０５７は約３１．６ｍｍである。第２ベクトル距離２０５８が、ｙ－ｚ平面に測定した
、ＣＧから後方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現
実施形態では、第２ベクトル距離２０５８は約６３．０ｍｍである。第３ベクトル距離２
０５９が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的中心点１０３３から後
方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現実施形態では
、第３ベクトル距離２０５９は約９０．４ｍｍである。
【００６７】
　見て取れる様に、ＣＧと幾何学的中心点１０３３と幾何学的中心点１０４３の場所は、
様々な機構の関係性を説明するベクトル三角形２０５０を形成している。ベクトル三角形
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２０５０は、参照用であり、ゴルフクラブヘッド２０００の物理的機構として見られるわ
けではない。ベクトル三角形２０５０は、距離２０５７に対応する第１辺２０８７、距離
２０５８に対応する第２辺２０８８、及び第３距離２０５９に対応する第３辺２０８９を
含んでいる。面積Ａ及びベクトル比ＶＲの計算について、上述の計算では、距離２０５７
がａに使用され、距離２０５８がｂに使用され、距離２０５９がｃに使用される。ベクト
ル三角形２０５０のＡは５９０．７５ｍｍ２である。ベクトル三角形２０５０のＶＲは１
．０４６５である。
【００６８】
　ＣＧ投影線２０６２が、ＣＧのＣＧ投影点２０６４でのＴＦＰへの投影を示している。
ＣＧ投影点２０６４は、原点２０５での中心フェース（ＣＦ）に対比させたＣＧの記述を
可能にしている。現実施形態のＣＧ投影点２０６４は、ＣＦ２０５からオフセットしてい
る。現実施形態では、ＣＧ投影点２０６４のＣＦ２０５からのオフセット距離は約０．２
ｍｍであり、ＣＧが中心フェースより上約０．２ｍｍに投影されることを意味する。
【００６９】
　現実施形態では、ＭＯＩｅｆｆ＝（４６．８グラム）×（３１．６ｍｍ）２＋（４８．
９グラム）×（６３．０ｍｍ）２?２４０，８００ｇ・ｍｍ２＝２４０．８ｋｇ・ｍｍ２

である。これは、質量枠内部の質量によって提供される慣性モーメントの厳密な数ではな
いが、実際に、質量枠の領域中の質量がゴルフクラブヘッド２０００の様なゴルフクラブ
ヘッドのＭＯＩにどう影響するかの比較のための根拠を提供する。現実施形態では、ＲＭ

ＯＩ＝ＭＯＩｅｆｆ／Ｉｘｘ＝２４０．８ｋｇ・ｍｍ２／４１２ｋｇ・ｍｍ２?０．５８
５である。
【００７０】
　ゴルフクラブヘッド２０００―図３Ｃを参照して分かる―は、現実施形態では約５８．
７ｍｍのフェース高さ１６５を含んでいる。クラウン高さ１６２は現実施形態では約６９
．４ｍｍである。クラウン高さ１６２のフェース高さ１６５に対する比は、６９．４／５
８．７即ち約１．１８である。
【００７１】
　特に図３Ｄを参照して分かる様に、第１質量要素２０１０がリーディングエッジ１７０
に近接して且つｙ軸２０７に近接して見られる。現実施形態では、第１質量要素２０１０
は、約３０ｍｍの直径２０１２を有する円形をしている。第１質量要素２０１０の中心点
２０１４は、ｘ軸２０８（図２Ａを見られたし）に平行する方向に測定したｙ軸２０７か
らの距離２０１６に位置している。第１質量要素２０１０の中心点２０１４は、ｙ軸２０
７に平行に測定したリーディングエッジ１７０からの距離２０１８に位置している。現実
施形態では、距離２０１６は１０．６ｍｍであり、距離２０１８は約２５ｍｍである。
【００７２】
　現実施形態の第２質量要素２０２０も切頭側辺を有する略円形をしている。第２質量要
素２０２０は、第２質量要素２０２０の円形部分に中心点２０２４と約２５ｍｍの直径２
０２３を有している。第２質量要素２０２０の中心点２０２４は、ｘ軸２０８（図３Ａを
見られたし）に平行する方向に測定したｙ軸２０７からの距離２０３６に位置している。
第２質量要素２０２０の中心点２０２４は、ｙ軸２０７に平行に測定したリーディングエ
ッジ１７０からの距離２０１９に位置している。現実施形態では、距離２０３６は約５ｍ
ｍであり、距離２０１９は１０４．７ｍｍである。
【００７３】
　ソール機構２０３０は、第２質量要素２０２０を収納しており、ソール機構２０３０の
最もフェース寄りの点２０２６からトレイリングエッジ１８０に一致するトレイリングエ
ッジ点２０２８までをｙ軸２０７に平行に測定した長さ２０２４を有している。現実施形
態では、長さ２０２４は約８５．６ｍｍである。
【００７４】
　ソール機構２０３０は、長さ２０２４に沿って何らかの変化を有してはいるが、ソール
機構２０３０は約３１．８ｍｍのほぼ一定した幅２０２２を保っている。現実施形態では
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、トレイリングエッジ点２０２８は、ｘ軸２０８に平行する方向に沿って測定してソール
機構２０３０の中心に近接している。ソール機構２０３０の第１中心点２０３９が、最も
フェース寄りの点２０２６に近接して位置しており、ソール機構２０３０のその最もフェ
ース寄りの部分に当該ソール機構の略中心を識別している。現実施形態では、第１中心点
２０３９は、ゴルフクラブヘッド２０００とは対照的に質量要素２０１０の外部に位置し
ている。ソール機構流れ方向２０４１が、第１中心点２０３９をトレイリングエッジ点２
０２８とつなぐことによって示されている。ソール機構流れ方向２０４１は、ソール機構
２０３０が、どの様にゴルフクラブヘッド１０００のソール１３０に沿って連続するよう
に延びているかを表している。現実施形態では、ソール機構流れ方向２０４１は、ｙ軸２
０７に対して約９°の角度２０３１に配列されている。現実施形態では、角度２０３１は
、ゴルフスイング中のソール機構２０３０のゴルフクラブヘッド２０００周りの空気流れ
との相互作用による潜在的な空気流れ抗力を最小化するゴルフクラブヘッド２０００のア
プローチ角度の配列に係り選定されている。
【００７５】
　図３Ｄの図は、前方質量枠１０３０の境界１００３と後方質量枠１０４０の境界１００
４をそれぞれ表示している。境界１００３、１００４は、ＧＰ（図３Ｂに関連して図示）
から或る特定の高さでゴルフクラブヘッド２０００を通って投影した質量枠１０３０、１
０４０の相互作用を表示している。ゴルフクラブヘッド１０００の様々な表面は、様々な
湾曲―例えばスカート１４０に沿って―を含んでいるので、境界１００３、１００４は、
図３Ｂの図以外の図では、湾曲に沿っている様に見える。而して、図３Ｄの図はゴルフク
ラブヘッド２０００の質量枠１０３０、１０４０内に収まっている諸部分のマッピングを
提供している。
【００７６】
　別の実施形態のゴルフクラブヘッド３０００が図４Ａ－図４Ｄを参照して見られる。ゴ
ルフクラブヘッド３０００は質量要素３０２０を含んでいる。現実施形態のゴルフクラブ
ヘッド３０００の特性及び測定値は、本開示の他の箇所で概説されているＵＳＧＡ手順に
関して記載されているものとして示されている定位にて測定されていることを指摘してお
く。様々な測定値は、ゴルフクラブヘッド３０００について、異なった定位では異なって
いることもあり、当業者には、ＵＳＧＡ手順によるゴルフクラブヘッドの定位角度は、ゴ
ルフクラブヘッド３０００の特定の設計に基づく理想的な定位角度とは相違するものであ
ることが理解されるはずである。従って、一部の特定の測定値は理想的な測定定位とは僅
かにばらつくこともある。しかしながら、現開示の全てのゴルフクラブヘッドは、ここに
説明されている標準手順に従って分析され測定されている。現実施形態では、定位のばら
つきは、例えばＣＧ場所の測定では、２ｍｍ未満と勘案している。而して、一部の特定の
状況での測定値のばらつきは無視できるほどである。
【００７７】
　特に図４Ａを参照して分かる様に、ゴルフクラブヘッド３０００は、延長トレイリング
エッジ部分３０２５を含んでいる。延長トレイリングエッジ部分３０２５は、トレイリン
グエッジ１８０を延ばし、トレイリングエッジ１８０のｙ軸２０７に近接する部分として
画定されているトレイリングエッジ１８０の中央部分へ鋭形を生じさせている。ゴルフク
ラブヘッド３０００は、現実施形態では（ゴルフクラブヘッド２０００の場合の様に）凹
部は一切含んでいないが、本開示は凸形状のゴルフクラブヘッドに限定されるものではな
いことが当業者には理解されるであろう。現実施形態では、距離１７７は約１２４．３ｍ
ｍである。様々な実施形態では、凹部分２０２７は、トレイリングエッジ１８０まで延び
ていることもあれば、トレイリングエッジ１８０の手前で直線部分又は凸部分へと移行し
ていることもあろう。現実施形態では、ゴルフクラブヘッド４０００は、約４６９ｃｃの
体積である。ｙ軸２０７の方向に測定した原点２０５とリーディングエッジ１７０の間の
距離３０５５が現図に見られる。ゴルフクラブヘッド３０００について、当該距離は約３
．４ｍｍである。
【００７８】
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　図４Ｂを参照して分かる様に、ゴルフクラブヘッド３０００は、現実施形態では外在で
ある質量要素３０２０を含んでいる。様々な実施形態では、ゴルフクラブヘッド３０００
は、各種内在質量要素並びに追加の外在質量要素を含んでいてもよく、又は各種外在質量
要素を所望に応じて内在質量要素と置き換えていてもよい。現実施形態では、質量要素３
０２０は約５８．０グラムであるが、様々な実施形態では様々な質量であってもよい。質
量要素３０２０は、延長トレイリングエッジ部分３０２５に収納されている。ゴルフクラ
ブヘッド３０００は、ゴルフクラブヘッド１０００に関して使用されたのと同じ手順に従
って画定されている同じ質量枠１０３０、１０４０を使用して特徴付けられる。現実施形
態では、質量枠１０３０、１０４０は、寸法自体は同じままであるが、ゴルフクラブヘッ
ド１０００、２０００のそれらとは距離を違えて離隔されている。
【００７９】
　現実施形態では、前方質量枠１０３０は４８．９グラムを包含し、後方質量枠１０４０
は７４．０グラムを包含しているが、異なる実施形態は様々な質量要素を含んでいよう。
ゴルフクラブヘッド３０００の追加の質量は、質量枠１０３０、１０４０の外部の８７．
９グラムである。
【００８０】
　ゴルフクラブヘッド３０００の重心（ＣＧ）が、ゴルフクラブヘッド３０００に注記さ
れているのが分かる。クラブヘッド全体のＣＧは、示されているクラブヘッドの、クラブ
本体へ取り付けられている若しくはそれ以外に接続或いは付着されている何れの重り又は
付属物も含めた全構成要素を含んでいる。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測定した地平面か
らの距離３０５１に位置している。距離３０５１は、様々な実施形態ではΔＺとも命名さ
れており、現開示全体を通じてその様に称されていよう。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測
定した原点２０５からの距離３０５２（ＣＧＺ）に位置している。現実施形態では、ＣＧ

Ｚ場所は－３．３ｍｍであり、つまりはＣＧが地平面に垂直に測定して中心フェースより
下３．３ｍｍに位置していることを意味する。ＣＧは、ｙ軸２０７に平行に測定した原点
２０５からの距離３０５３（ＣＧＹ）に位置している。現実施形態では、距離３０５１は
１８．７ｍｍであり、距離３０５２は－１３．３（ＣＧＺ）ｍｍであり、距離３０５３は
５２．８ｍｍである。
【００８１】
　第１ベクトル距離３０５７が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的
中心点１０３３からＣＧまでの距離を画定している。現実施形態では、第１ベクトル距離
３０５７は約３９．７ｍｍである。第２ベクトル距離３０５８が、ｙ－ｚ平面に測定した
、ＣＧから後方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現
実施形態では、第２ベクトル距離３０５８は約５１．０ｍｍである。第３ベクトル距離３
０５９が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的中心点１０３３から後
方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現実施形態では
、第３ベクトル距離３０５９は約８９．６ｍｍである。
【００８２】
　見て取れる様に、ＣＧと幾何学的中心点１０３３と幾何学的中心点１０４３の場所は、
様々な機構の関係性を説明するベクトル三角形３０５０を形成している。ベクトル三角形
３０５０は、参照用であり、ゴルフクラブヘッド３０００の物理的機構として見られるわ
けではない。ベクトル三角形３０５０は、距離３０５７に対応する第１辺３０８７、距離
３０５８に対応する第２辺３０８８、及び第３距離３０５９に対応する第３辺３０８９を
含んでいる。面積Ａ及びベクトル比ＶＲの計算について、上述の計算では、距離３０５７
がａに使用され、距離３０５８がｂに使用され、距離３０５９がｃに使用される。ベクト
ル三角形３０５０のＡは３１２．９４ｍｍ２である。ベクトル三角形３０５０のＶＲは１
．０１２３である。
【００８３】
　ＣＧ投影線３０６２が、ＣＧのＣＧ投影点３０６４でのＴＦＰへの投影を示している。
ＣＧ投影点３０６４は、原点２０５での中心フェース（ＣＦ）に対比させたＣＧの記述を
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可能にしている。現実施形態のＣＧ投影点３０６４は、ＣＦ２０５からオフセットしてい
る。現実施形態では、ＣＧ投影点３０６４のＣＦ２０５からのオフセット距離は約－３．
３ｍｍであり、ＣＧが中心フェースより下約３．３ｍｍに投影されることを意味する。
【００８４】
　現実施形態では、ＭＯＩｅｆｆ＝（４８．９グラム）×（３９．７ｍｍ）２＋（７４．
０グラム）×（５１．０ｍｍ）２?２６９，５００ｇ・ｍｍ２＝２６９．５ｋｇ・ｍｍ２

である。これは、質量枠内部の質量によって提供される慣性モーメントの厳密な数ではな
いが、実際に、質量枠の領域中の質量がゴルフクラブヘッド３０００の様なゴルフクラブ
ヘッドのＭＯＩにどう影響するかの比較のための根拠を提供する。現実施形態では、ＲＭ

ＯＩ＝ＭＯＩｅｆｆ／Ｉｘｘ＝２６９．５ｋｇ・ｍｍ２／５０７ｋｇ・ｍｍ２?０．５３
２である。
【００８５】
　ゴルフクラブヘッド３０００―図４Ｃを参照して分かる―は、現実施形態では約５６．
６ｍｍのフェース高さ１６５を含んでいる。クラウン高さ１６２は現実施形態では約６８
．３ｍｍである。クラウン高さ１６２のフェース高さ１６５に対する比は、６８．３／５
６．６即ち約１．２１である。有効フェース高さ１６３は約５３．３ｍｍである。
【００８６】
　特に図４Ｄを参照して分かる様に、第１質量要素２０１０がリーディングエッジ１７０
に近接して且つｙ軸２０７に近接して見られる。
【００８７】
　現実施形態の質量要素３０２０は、切頭側辺を有する略円形をしている。質量要素３０
２０は、質量要素３０２０の円形部分に中心点３０２４と約２５ｍｍの直径３０２３を有
している。現実施形態の中心点３０２４は、直径３０２３の中間点に位置しており、切頭
側辺のせいで質量要素３０２０の幾何学的中心とは同じになっていない。様々な実施形態
では、質量要素３０２０の幾何学的中心が中心点３０２４と一致していることもある。質
量要素３０２０の中心点３０２４は、ｘ軸２０８（図４Ａを見られたし）に平行する方向
に測定したｙ軸２０７からの距離３０３６に位置している。質量要素３０２０の中心点３
０２４は、ｙ軸２０７に平行に測定したリーディングエッジ１７０からの距離３０１９に
位置している。現実施形態では、距離３０３６は２．３ｍｍであり、距離３０１９は１１
０．２ｍｍである。現実施形態の質量要素３０２０は、部分的にトレイリングエッジ１８
０と同一空間を占め、トレイリングエッジ１８０を形成している。
【００８８】
　図４Ｄの図は、前方質量枠１０３０の境界１００３と後方質量枠１０４０の境界１００
４をそれぞれ表示している。境界１００３、１００４は、ＧＰ（図３Ｂに関連して図示）
から或る特定の高さでゴルフクラブヘッド２０００を通って投影した質量枠１０３０、１
０４０の相互作用を表示している。現実施形態では、境界１００３、１００４は、ソール
１３０が現実施形態では実質的に平坦であるために平坦な様に見える。而して、図４Ｄの
図はゴルフクラブヘッド３０００の質量枠１０３０、１０４０内に収まっている諸部分の
マッピングを提供している。
【００８９】
　比較のために、図５はゴルフクラブヘッド４０００を示している。ゴルフクラブヘッド
４０００は、製品型番テイラーメイドＲ１（TaylorMadeR1）ゴルフクラブヘッドである。
本開示の様々なゴルフクラブヘッド１０００、２０００、３０００の、質量枠１０３０、
１０４０、慣性モーメント、並びにその他各種機構についての比較が、より従来式のゴル
フクラブヘッド設計を代表するゴルフクラブヘッド４０００に対してなされている。ゴル
フクラブヘッド４０００は、約４２７ｃｃの体積である。
【００９０】
　ゴルフクラブヘッド４０００は、現実施形態では、外在である質量要素４０２０を含ん
でいる。ゴルフクラブヘッド４０００は、更に、ゴルフクラブヘッド４０００のトゥ部分
１８５に配置されている質量要素（図示せず）を含んでいる。質量要素４０２０は、１．
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３グラムであり、トゥ部分１８５の質量要素は、約１０グラムである。
【００９１】
　ゴルフクラブヘッド４０００は、ゴルフクラブヘッド１０００に関して使用されたのと
同じ手順に従って画定されている同じ質量枠１０３０、１０４０を使用して特徴付けられ
る。現実施形態では、質量枠１０３０、１０４０は、寸法自体は同じままであるが、ゴル
フクラブヘッド１０００、２０００、３０００のそれらとは距離を違えて離隔されている
。
【００９２】
　現実施形態では、前方質量枠１０３０は３６．５グラムを包含し、後方質量枠１０４０
は１３．２グラムを包含している。ゴルフクラブヘッド４０００の追加の質量は、質量枠
１０３０、１０４０の外部の１５７．７グラムである。
【００９３】
　ゴルフクラブヘッド４０００の重心（ＣＧ）が、ゴルフクラブヘッド４０００に注記さ
れているのが分かる。クラブヘッド全体のＣＧは、示されているクラブヘッドの、クラブ
本体へ取り付けられている若しくはそれ以外に接続或いは付着されている何れの重り又は
付属物も含めた全構成要素を含んでいる。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測定した地平面か
らの距離４０５１に位置している。距離４０５１は、様々な実施形態ではΔＺとも命名さ
れており、現開示全体を通じてその様に称されていよう。ＣＧは、ｚ軸２０６に平行に測
定した原点２０５からの距離４０５２（ＣＧＺ）に位置している。現実施形態では、ＣＧ

Ｚ場所は－１．９ｍｍであり、つまりはＣＧが地平面に垂直に測定して中心フェースより
下１．９ｍｍに位置していることを意味する。ＣＧは、ｙ軸２０７に平行に測定した原点
２０５からの距離４０５３（ＣＧＹ）に位置している。現実施形態では、距離４０５１は
２９．７ｍｍであり、距離４０５２は－１．９ｍｍであり、距離４０５３は３１．６ｍｍ
である。
【００９４】
　第１ベクトル距離４０５７が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的
中心点１０３３からＣＧまでの距離を画定している。現実施形態では、第１ベクトル距離
４０５７は約２６．１ｍｍである。第２ベクトル距離４０５８が、ｙ－ｚ平面に測定した
、ＣＧから後方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現
実施形態では、第２ベクトル距離４０５８は約６５．５ｍｍである。第３ベクトル距離４
０５９が、ｙ－ｚ平面に測定した、前方質量枠１０３０の幾何学的中心点１０３３から後
方質量枠１０４０の幾何学的中心点１０４３までの距離を画定している。現実施形態では
、第３ベクトル距離４０５９は約８１．２ｍｍである。ゴルフクラブヘッド４０００の有
効フェース高さ１６３（図示せず）は約５４．０ｍｍである。ｙ軸２０７方向に測定した
、リーディングエッジ１７０から中心フェース２０５までの距離は、３．０ｍｍである。
【００９５】
　見て取れる様に、ＣＧと幾何学的中心点１０３３と幾何学的中心点１０４３の場所は、
様々な機構の関係性を説明するベクトル三角形４０５０を形成している。ベクトル三角形
４０５０は、参照用であり、ゴルフクラブヘッド４０００の物理的機構として見られるわ
けではない。ベクトル三角形４０５０は、距離４０５７に対応する第１辺４０８７、距離
４０５８に対応する第２辺４０８８、及び第３距離４０５９に対応する第３辺４０８９を
含んでいる。面積Ａ及びベクトル比ＶＲの計算について、上述の計算では、距離４０５７
がａに使用され、距離４０５８がｂに使用され、距離４０５９がｃに使用される。ベクト
ル三角形４０５０のＡは７５２．４７ｍｍ２である。ベクトル三角形４０５０のＶＲは１
．１２８１である。
【００９６】
　ＣＧ投影線４０６２が、ＣＧのＣＧ投影点４０６４でのＴＦＰへの投影を示している。
ＣＧ投影点４０６４は、原点２０５での中心フェース（ＣＦ）に対比させたＣＧの記述を
可能にしている。現実施形態のＣＧ投影点４０６４は、ＣＦ２０５からオフセットしてい
る。現実施形態では、ＣＧ投影点４０６４のＣＦ２０５からのオフセット距離は約４．４
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ｍｍであり、ＣＧが中心フェースより上約４．４ｍｍに投影されることを意味する。
【００９７】
　比較として、ゴルフクラブヘッド４０００については、ＭＯＩｅｆｆ＝（３６．５グラ
ム）×（２６．１ｍｍ）２＋（１３．２グラム）×（６５．５ｍｍ）２?８１，５００ｇ
・ｍｍ２＝８１．５ｋｇ・ｍｍ２である。これは、質量枠内部の質量によって提供される
慣性モーメントの厳密な数ではないが、実際に、質量枠の領域中の質量がゴルフクラブヘ
ッド４０００の様なゴルフクラブヘッドのＭＯＩにどう影響するかの比較のための根拠を
提供する。現実施形態では、ＲＭＯＩ＝ＭＯＩｅｆｆ／Ｉｘｘ＝８１．５ｋｇ・ｍｍ２／
２４９ｋｇ・ｍｍ２?０．３２７である。
【００９８】
　図６－図７のグラフについては、ＣＧＹは、ｙ軸方向への座標系の原点からの重心の距
離であり、特定のゴルフクラブヘッド１０００、２０００、３０００、４０００に関して
本開示の他の箇所で指摘されている様に、ヘッドがアドレス位置にあるときの中心フェー
スからクラブの後部へ向かってｘ軸及びｚ軸に直交に地平面に平行に測定された距離であ
る。図６－図７に示されているデータ点は、ゴルフクラブヘッド１０００に類似の実施形
態（実施形態１と表記）、ゴルフクラブヘッド２０００に類似の実施形態（実施形態２と
表記）、ゴルフクラブヘッド３０００に類似の実施形態（実施形態３と表記）、及び現開
示の範囲の内にないゴルフクラブヘッドに関しての他データ点、を含んでいる。見てとれ
る様に、ゴルフクラブヘッド１０００、２０００、３０００の特定の実施形態がプロット
され（特定のデータ点を表す点線の外枠と共に含まれ）ている。実施形態１、実施形態２
、及び実施形態３の各種バージョンに係る差異は、質量の位置付けを改変することによっ
て各実施形態内のＣＧ位置を改変している。例えば、実施形態３に関し、点３－１はゴル
フクラブヘッド３０００の前部分に配置させた質量を含んでおり、点３－２はゴルフクラ
ブヘッド３０００に沿って様々な場所に配分させた質量を含んでおり、点３－３は主とし
てゴルフクラブヘッド３０００の後方に配置させた質量を含んでいる。点２－１、点２－
２、及び点２－３は、それぞれ、点３－１、点３－２、及び点３－３と同様に、実施形態
２の変型を特徴付けている。
【００９９】
　点１－１、点１－２、及び点１－３は、実施形態１の変型を特徴付けている。具体的に
は、点１－１、点１－２、及び点１－３は、クラブヘッドの低前方部分に質量を有する実
施形態１の３通りの変型を表しているのに対し、特定の実施形態１０００はクラブヘッド
の低後方部分に質量を有している。変型それぞれにつきクラブヘッド質量が相違するため
に各変型のＣＧＺ値は相違するのに対し、各変型のＭＯＩ値はヘッドの形状が大凡同じで
あるために大凡同じである。
【０１００】
　見てとれる様に、現開示のデータ点は、他データ点には見つけられないＣＧＺとＣＧＹ

とＭＯＩの組合せを有している。特に図７を参照して、境界線が、本開示のゴルフクラブ
ヘッド１０００、２０００、３０００（及びそれら各々の変型、点１－１変型を除く）を
他データ点から区別しているのが分かる。境界線は、本開示のゴルフクラブヘッド１００
０、２０００、３０００が、総じて、ＣＧＺ／ＣＧＹ＜０．０００２２２×Ｉｘｘ－０．
２７２の比を含んでいることを指し示している。ゴルフクラブヘッド１０００、２０００
、３０００の個々の種類は異なった曲線をなぞっており、上に表示されている不等式は現
開示の殆どの実施形態を網羅する比を指し示すことを意図したものである。
【０１０１】
　図８によって描かれている様に、ＣＧＺ／ＣＧＹは、ＣＧがゴルフクラブヘッドのフェ
ースへどれほど低く投影されるかの測度を提供する。ＣＧＺ／ＣＧＹは様々な数があり得
るが、図８の図表は、同じゴルフクラブヘッド幾何学形状（ゴルフクラブヘッド２０００
に類似の実施形態２のそれ）で１つの質量部を有する場合と複数の質量部を有する場合を
表示している。現図の実施形態では、複数の質量部は、リーディングエッジ１７０に近接
して配置されている１つとトレイリングエッジ１８０に近接して配置されている１つの２
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つの質量部を含んでいるが、様々な実施形態は、質量部の様々な配列を含んでいよう。単
一質量部については、異なるＭＯＩを実現するべく単一質量部をゴルフクラブヘッド全体
を通じて極めて前方寄りから極めて後方寄りまで変化させた。分割質量部に関しては、２
つの質量部をゴルフクラブヘッドの周辺に設置し、質量部の量を前方に全質量を配した場
合から後方に全質量を配した場合まで変化させた。その様な実験に関しては、単一質量部
でもＣＧＺ／ＣＧＹ又はＭＯＩの一方に沿って同様の特性を実現させる能力がありそうで
ある。見てとれる様に、単一質量部の曲線と分割質量部の曲線は、それらの端で互いに接
近している。これは、分割質量部の実施形態の間では質量のバランスが一端又は他端にい
くほどより激しく不均衡になることでゴルフクラブヘッドの質量配分が単一質量のそれに
近似するからである。
【０１０２】
　しかしながら、複数質量部実施形態に関しては、より高いＭＯＩがより低いＣＧＺ／Ｃ
ＧＹと一体に実現され得ることに注目することが重要である。別の言い方をすれば、単一
質量部の試みは、同じＣＧＺ／ＣＧＹ比を現出させることができるかもしれないが、単一
質量部を有するゴルフクラブヘッドのＭＯＩは、複数質量部を有するゴルフクラブヘッド
のＭＯＩより低くなりそうである。更にまた別な言い方をすれば、同じＭＯＩについては
、ゴルフクラブヘッドの複数質量部実施形態の方がより低いＣＧＺ／ＣＧＹ比を実現する
ことができそうである。事実上、結果は、比較的高いＭＯＩを維持しながらにＣＧ投影を
ゴルフクラブヘッドのより低い所に移すことができる、というものである。この差の実効
性は、各ゴルフクラブヘッドの特定の幾何学形状及び利用されている質量部によって決ま
ってくる。
【０１０３】
　ＣＧＹが判れば、ゴルフクラブヘッド空間に対してのＣＧの場所を記述するのにＣＧ実
効性積の使用が可能になる。ＣＧ実効性積は、ＣＧをゴルフクラブヘッドの低く前方に配
置させることの実効性の測度である。ＣＧ実効性積（ＣＧｅｆｆ）は、次式、即ち、
【０１０４】
【数６】

【０１０５】
を用いて計算され、現開示では、距離の二乗（ｍｍ２）の単位で測定されている。
【０１０６】
　この式では、ＣＧｅｆｆが小さいほど、クラブヘッドの質量を低く前方に再配置した場
合の実効性は高い。この測度は、ゴルフクラブヘッド内のＣＧ場所を、ＣＧをフェースへ
投影すること無しに、適確に記述する。而して、異なったロフト、異なったフェース高さ
、及び異なったＣＦ場所、を有しているゴルフクラブヘッド同士の比較が可能になる。ゴ
ルフクラブヘッド１０００について、ＣＧＹは３３．３ｍｍであり、Δｚは２４．２ｍｍ
である。而して、ゴルフクラブヘッド１０００のＣＧｅｆｆは約８０６ｍｍ２である。ゴ
ルフクラブヘッド２０００について、ＣＧＹは４１．９ｍｍであり、Δｚは２４．６ｍｍ
である。而して、ゴルフクラブヘッド２０００のＣＧｅｆｆは約１０３１ｍｍ２である。
ゴルフクラブヘッド３０００について、ＣＧＹは約５２．８ｍｍであり、Δｚは１８．７
ｍｍである。而して、ゴルフクラブヘッド３０００のＣＧｅｆｆは約９８７ｍｍ２である
。比較としてのゴルフクラブヘッド４０００について、ＣＧＹは３１．６ｍｍであり、Δ

ｚは２９．７ｍｍである。而して、ＣＧｅｆｆは約９３８．５２ｍｍ２である。
【０１０７】
　以上に簡単に説明されている様に、ロフトの調節式ロフト技術は、参考文献としてここ
にそっくりそのまま援用される「ゴルフクラブ」という名称で２００８年１２月３０日に
出願されている米国特許第７，８８７，４３１号に関連してより詳細に記載されている。
ロフトスリーブ１０７２の説明図が図９を参照して見られる。
【０１０８】
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　図９は、スリーブ３２０４内にスリーブ孔３２４５（図２Ｂに示す）を持つフェルール
３２０２を有する脱着式シャフトシステムを描いている。シャフト（図示せず）はスリー
ブ孔の中へ挿入され、スリーブ３２０４へ機械的に固定又は結合されてゴルフクラブへと
組み立てられる。スリーブ３２０４は、更に、スリーブ３２０４の遠位先端の回転防止部
分３２４４と、例としてのクラブヘッド３５００に画定されているソール開口部３２１２
の中へ挿入されるねじ３２１０を係合させるねじの切られた孔３２０６と、を含んでおり
、ここに説明されている技術は現開示のゴルフクラブヘッドの様々な実施形態に組み入れ
ることができるものである。１つの実施形態では、ソール開口部３２１２は、ソールの非
アンダーカット部分に直接隣接している。スリーブ３２０４の回転防止部分３２４４は、
例としてのゴルフクラブヘッド３５００のホーゼル３１５０内に結合又は溶接されている
回転防止カラー３２０８と係合する。
【０１０９】
　図９に示されている技術は、ロフト角、ライ角、又はフェース角を、互いに組み合わせ
ても、又は互いから独立させても、調節できるようにした、調節式ロフト角、ライ角、又
はフェース角システムを含んでいる。例えば、スリーブ３２０４の第１部分３２４３、ス
リーブ孔３２４２、及びシャフトは、一体で、組立体の長手方向軸３２４６を画定してい
る。スリーブ３２０４は、シャフトを、長手方向軸３２４８からオフセット角３２５０だ
けオフセットした長手方向軸３２４６に沿って支持するのに実効性を発揮する。長手方向
軸３２４８はホーゼル１５０の軸と整列させることを意図している。スリーブ３２０４は
、０度から４度の間で増分０．２５度とされる単一のオフセット角３２５０を提供するこ
とができる。例えば、オフセット角は、１．０度、１．２５度、１．５度、１．７５度、
２．０度、又は２．２５度、とすることができる。スリーブ３２０４は、ゴルフクラブヘ
ッド３５００のロフト角、ライ角、又はフェース角に様々な調節を施すべく回転させるこ
とができる。当業者には、現ゴルフクラブヘッド３５００に関して説明されているシステ
ムは、現開示のゴルフクラブヘッド（１０００、２０００、３０００）の様々な実施形態
と共に実施できることが理解されるであろう。
【０１１０】
　様々な実施形態では、ゴルフクラブヘッド１０００、２０００、３０００は、「複合品
及びそれを製作するための方法」という名称で２００７年１２月１９日に出願されている
米国特許第７,８７４，９３６号に関連して説明されている様に、所望に応じ、複合フェ
ースプレート、チタンカバーを有する複合フェースプレート、又はチタンフェースを含ん
でいてもよい。様々な実施形態では、他の材料が、使用されていてもよく、本開示の一般
的範囲内に含まれるものとされることが当業者には理解されるであろう。
【０１１１】
　１つの例示としての複合フェースプレートが含まれており、図１０を参照して説明され
ている。例示としてのゴルフクラブヘッド４５００は、複合フェースプレートであるフェ
ース１１０を含んでいる。複合フェースプレートは、打撃部分４７１０と、当該複合フェ
ースプレートの一部分をゴルフクラブヘッド４５００のクラウン１２０に含ませるのを可
能にする部分的クラウン部分４７２０と、を含んでいる。その様な配列は、様々な実施形
態では、ゴルフクラブヘッド４５００の質量を１０－１５グラムだけ軽減化することがで
きる。様々な実施形態では、複合フェースプレートは、ゴルフクラブヘッド４５００のク
ラウン１２０に沿って諸部分を含んでいる必要はない。様々な実施形態では、フェース１
１０は、様々な材料及び様々な配列であり、実施形態はどれ１つとして現開示の範囲へ制
限を課すものと考えられてはならない。
【０１１２】
　指摘しておくべきこととして、他にもあろうが中でもとりわけ、原文の「ｃａｎ」、「
ｃｏｕｌｄ」、「ｍｉｇｈｔ」、又は「ｍａｙ」の対訳である「～できる」、「～できよ
う」、「～し得る」、「～てもよい」の様な条件語句は、他に特に指定のない限り、又は
用いられている文脈内で別様に理解されない限り、概して、或る特定の実施形態が或る特
定の機構、要素、及び／又は工程を含んでおり、一方、他の実施形態はそれら特定の機構
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、要素、及び／又は工程を含んでいない、ということを伝えることを意図している。而し
て、その様な条件語句は、概して、機構、要素、及び／又は工程が何らかのやり方で１つ
又はそれ以上の特定の実施形態にとって必須であるということを示唆するものでもなけれ
ば、１つ又はそれ以上の特定の実施形態が、ユーザー入力又はユーザープロンプティング
有り又は無しに、これらの機構、要素、及び／又は工程を何れかの特定の実施形態に含め
るかどうか又は何れかの特定の実施形態で遂行させるべきかどうかを決定するための論理
を必然的に含んでいることを示唆するものでもない。
【０１１３】
  以上に記載されている実施形態は実施形の考えられ得る例にすぎず、単に本開示の原理
の明快な理解のために示されていることを強調しておきたい。流れ線図中の何れかのプロ
セス記述又はブロックは、プロセス中の特定の論理機能又は工程を実施するための１つ又
はそれ以上の実行可能な命令を含んでいるコードのモジュール、セグメント、又は部分を
表しているものと理解されるべきであり、本開示の技術分野の当業者であれば理解される
様に、機能が、一切含まれていない又は実行されない代わりの実施形態、機能が、関与す
る機能性に依存して、実質的に同時又は逆順を含め、示されている又は論じられている順
序から脱して実行される代わりの実施形も含まれる。以上に記載の（単数又は複数の）実
施形態には、本開示の精神及び原理から実質的に逸脱することなく、多くの変型及び修正
がなされる余地がある。また、本開示の範囲は、以上に論じられている全ての要素、機構
、又は態様のありとあらゆる組合せ及び部分的組合せを網羅するものとする。全てのその
様な修正及び変型は、ここに、本開示の範囲内として含まれるものとし、要素又は工程の
個別の態様又は組合せに対する全ての考えられ得る請求は本開示によって支持されるもの
とする。以下は、本発明の出願時の各種形態である。
（形態１）  ゴルフクラブヘッドであって、
  クラウン、ソール、及び当該クラウンと当該ソールの間に配置されていてそれらを接続
しているスカート、を含むクラブ本体と、
  前記クラブ本体の前端へ接続されているフェース部分であって、当該フェース部分は、
当該ゴルフクラブヘッドが理想的に位置付けられているときの座標系の原点を画定する幾
何学的中心を含んでおり、前記座標系は、
    前記原点で前記フェース部分に正接し且つ地平面に平行であるｘ軸と、
    前記地平面に平行して且つ前記ｘ軸に直交して前記原点に交わるｙ軸と、
    前記ｘ軸と前記ｙ軸の両方に直交して前記原点に交わるｚ軸と、を含んでいる、フェ
ース部分と、を備えており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸に沿って測定した前記原点からの距離ＣＧＹにあ
り且つ前記ｚ軸に沿って測定した前記原点からの距離ＣＧＺにある重心ＣＧを画定してい
る、ゴルフクラブヘッドにおいて、
  前記ゴルフクラブヘッドは、最小でも１．１２のクラウン高さ対フェース高さ比を有し
ており、
  前記ゴルフクラブヘッドは、前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記
重心を通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有しており、ここに、ＣＧＺ／Ｃ
ＧＹの比は、不等式、
【数１】

を満たしている、ゴルフクラブヘッド。
（形態２）  前記距離ＣＧＺは－７．０ｍｍ以下である、形態１に記載のゴルフクラブヘ
ッド。
（形態３）  前記クラウン部分は全ての場所で凸状をしている、形態１に記載のゴルフク
ラブヘッド。
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（形態４）  前記ゴルフクラブヘッドの前記本体部分へ接続されている少なくとも１つの
質量要素を更に備えている、形態１に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態５）  前記ＣＧは、理想アドレス位置で前記ゴルフクラブヘッドの前記ソールと接
触にある平面と定義される地平面から距離ΔＺに位置しており、ここに、ΔＺは最大でも
２４．６ｍｍである、形態１に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態６）  ＣＧ実効性積（ＣＧｅｆｆ）が、
【数２】

として定義されており、ここに、ＣＧｅｆｆは１０３１ｍｍ２未満である、形態５に記載
のゴルフクラブヘッド。
（形態７）  ゴルフクラブヘッドであって、
  クラウン、ソール、及び当該クラウンと当該ソールの間に配置されていてそれらを接続
しているスカート、を含むクラブ本体と、
  前記クラブ本体の前端へ接続されているフェース部分であって、当該フェース部分は、
当該ゴルフクラブヘッドが理想的に位置付けられているときの座標系の原点を画定する幾
何学的中心を含んでおり、前記座標系は、    前記原点で前記フェース部分に正接し且つ
地平面に平行であるｘ軸と、
    前記地平面に平行して且つ前記ｘ軸に直交して前記原点に交わるｙ軸と、
    前記ｘ軸と前記ｙ軸の両方に直交して前記原点に交わるｚ軸と、を含んでいる、フェ
ース部分と、
  前記フェース部分に沿って配置されているリーディングエッジと、
  前記クラブ本体に沿って配置されているトレイリングエッジであって、前記リーディン
グエッジとは当該ゴルフクラブヘッドの互いに反対の端に配置されているトレイリングエ
ッジと、を備えており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、重心（ＣＧ）を画定しており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前方質量枠及び後方質量枠によって特徴付けられており、
    前記前方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約
２０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該前方質量枠
の幾何学的中心を画定しており、
    前記後方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約
３０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該後方質量枠
の幾何学的中心を画定しており、
    前記前方質量枠の最前方端は前記リーディングエッジに正接し、前記後方質量枠の最
後方端は前記トレイリングエッジに正接しており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸と前記ｚ軸によって画定されるｙ－ｚ平面におけ
る前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第１辺と、前記ｙ
－ｚ平面における前記後方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第
２辺と、前記ｙ－ｚ平面における前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記後方質量枠の
前記幾何学的中心の間のベクトルである第３辺と、を含むベクトル三角形を画定している
、ゴルフクラブヘッドにおいて、
  前記後方質量枠が１３．２グラムより大きい質量を画定している、ゴルフクラブヘッド
。
（形態８）  ＭＯＩ（慣性モーメント）実効性総和（ＭＯＩｅｆｆ）が、方程式、
【数３】



(29) JP 6497900 B2 2019.4.10

10

20

30

40

50

によって定義されており、
  ここに、ｍＦは、前記前方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＦは、前記ベクトル三角形の前記第１辺の長さであり、
  ここに、ｍＲは、前記後方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＲは、前記ベクトル三角形の前記第２辺の長さであり、
  ここに、ＭＯＩｅｆｆは、８１．５ｋｇ・ｍｍ２より大きい、形態７に記載のゴルフク
ラブヘッド。
（形態９）  ＭＯＩｅｆｆは、最小でも１２８．２ｋｇ・ｍｍ２である、形態８に記載の
ゴルフクラブヘッド。
（形態１０）  ＭＯＩｅｆｆは、最小でも２４０．８ｋｇ・ｍｍ２である、形態８に記載
のゴルフクラブヘッド。
（形態１１）  ＭＯＩ実効性総和比（ＲＭＯＩ）が、ＭＯＩｅｆｆの、前記ゴルフクラブ
ヘッドの前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記重心を通るＣＧｘ軸周
りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）に対する比として定義されており、ここに、ＲＭＯＩは０
．３２７より大きい、形態８に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態１２）  ＲＭＯＩは、最小でも０．４５３である、形態１１に記載のゴルフクラブ
ヘッド。
（形態１３）  前記ゴルフクラブヘッドは、前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブ
ヘッドの前記ＣＧを通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）を有しており、ここに
、ＣＧＺ／ＣＧＹの比は、不等式、

【数４】

を満たしている、形態７に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態１４）  ゴルフクラブヘッドであって、
  クラウン、ソール、及び当該クラウンと当該ソールの間に配置されていてそれらを接続
しているスカート、を含むクラブ本体と、
  前記クラブ本体の前端へ接続されているフェース部分であって、当該フェース部分は、
当該ゴルフクラブヘッドが理想的に位置付けられているときの座標系の原点を画定する幾
何学的中心を含んでおり、前記座標系は、
    前記原点で前記フェース部分に正接し且つ地平面に平行であるｘ軸と、
    前記地平面に平行して且つ前記ｘ軸に直交して前記原点に交わるｙ軸と、
    前記ｘ軸と前記ｙ軸の両方に直交して前記原点に交わるｚ軸と、を含んでいる、フェ
ース部分と、
  前記フェース部分に沿って配置されているリーディングエッジと、
  前記クラブ本体に沿って配置されているトレイリングエッジであって、前記リーディン
グエッジとは当該ゴルフクラブヘッドの互いに反対の端に配置されているトレイリングエ
ッジと、を備えており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、重心（ＣＧ）を画定しており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前方質量枠及び後方質量枠によって特徴付けられており、
    前記前方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約
２０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該前方質量枠
の幾何学的中心を画定しており、
    前記後方質量枠は、前記ｙ軸に平行な約３５ｍｍの第１寸法及び前記ｚ軸に平行な約
３０ｍｍの第２寸法を有し、当該第１寸法及び当該第２寸法はそれにより当該後方質量枠
の幾何学的中心を画定しており、
    前記前方質量枠の最前方端は前記リーディングエッジに正接し、前記後方質量枠の最
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後方端は前記トレイリングエッジに正接しており、
  当該ゴルフクラブヘッドは、前記ｙ軸と前記ｚ軸によって画定されるｙ－ｚ平面におけ
る前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第１辺と、前記ｙ
－ｚ平面における前記後方質量枠の前記幾何学的中心と前記ＣＧの間のベクトルである第
２辺と、前記ｙ－ｚ平面における前記前方質量枠の前記幾何学的中心と前記後方質量枠の
前記幾何学的中心の間のベクトルである第３辺と、を含むベクトル三角形を画定している
、ゴルフクラブヘッドにおいて、
  ベクトル比が、前記第１辺と前記第２辺の長さの和の前記第３辺の長さに対する比とし
て定義されており、
  ここに、前記ベクトル比は１．１２８１未満である、ゴルフクラブヘッド。
（形態１５）  前記ベクトル三角形は、約５９１ｍｍ２以下の面積を有している、形態１
４に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態１６）  前記ベクトル三角形は、４５６ｍｍ２以下の面積を有している、形態１５
に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態１７）  前記ベクトル比は、最大でも１．０５７７である、形態１４に記載のゴル
フクラブヘッド。
（形態１８）  ＭＯＩ（慣性モーメント）実効性総和（ＭＯＩｅｆｆ）が、方程式、
【数５】

によって定義されており、
  ここに、ｍＦは、前記前方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＦは、前記ベクトル三角形の前記第１辺の長さであり、
  ここに、ｍＲは、前記後方質量枠内に画定されている質量であり、
  ここに、ＬＲは、前記ベクトル三角形の前記第２辺の長さであり、
  ここに、ＭＯＩｅｆｆは、８１．５ｋｇ・ｍｍ２より大きい、形態１４に記載のゴルフ
クラブヘッド。
（形態１９）  ＭＯＩ実効性総和比（ＲＭＯＩ）が、ＭＯＩｅｆｆの、前記ゴルフクラブ
ヘッドの前記ｘ軸に平行であり且つ当該ゴルフクラブヘッドの前記重心（ＣＧ）を通るＣ
Ｇｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘｘ）に対する比として定義されており、ここに、ＲＭ

ＯＩは０．３２７より大きい、形態１８に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態２０）  前記ゴルフクラブヘッドの前記ＣＧは、前記ｙ軸に沿って測定した前記中
心フェースからの距離ＣＧＹに位置し且つ前記ｚ軸に沿って測定した前記中心フェースか
らの距離ＣＧｚに位置しており、前記ゴルフクラブヘッドは、前記ｘ軸に平行であり且つ
当該ゴルフクラブヘッドの前記重心（ＣＧ）を通るＣＧｘ軸周りの慣性モーメント（Ｉｘ

ｘ）を有しており、ここに、ＣＧＺ／ＣＧＹの比は、不等式、

【数６】

を満たしている、形態１８に記載のゴルフクラブヘッド。
（形態２１）  前記クラウン部分は全ての場所で凸状をしている、形態２０に記載のゴル
フクラブヘッド。
【符号の説明】
【０１１４】
　　１００　ゴルフクラブヘッド
　　１１０　フェース
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　　１２０　クラウン
　　１３０　ソール
　　１４０　スカート
　　１５０　ホーゼル
　　１６２　クラウン高さ
　　１６３　有効フェース高さ
　　１６４　有効フェース位置高さ
　　１６５　フェース高さ
　　１７０　リーディングエッジ
　　１７７　ゴルフクラブヘッドの長さ
　　１８０　トレイリングエッジ
　　１８５　トゥ
　　１９０　ヒール
　　１９８　ＧＰに対する角度、ライ角（ＬＡ）
　　２００　３次元基準座標系
　　２０５　原点
　　２０６　ｚ軸
　　２０７　ｙ軸
　　２０８　ｘ軸
　　２０９　シャフト平面ｚ軸
　　２１２　ｚ軸地平面交点
　　２１３　正接フェース平面のｚ軸に対する角度、ロフト角
　　２３５　正接フェース平面（ＴＦＰ）
　　２４５　シャフト孔
　　８０６　ＣＧｚ軸
　　８０７　ＣＧｙ軸
　　８０８　ＣＧｘ軸
　　１０００　ゴルフクラブヘッド
　　１００２　フェースインサート
　　１００３　前方質量枠の境界
　　１００４　後方質量枠の境界
　　１００４　フェースインサートの接面部分（図２Ａ）
　　１０１０　質量要素
　　１０１２　質量要素の円の直径
　　１０１４　円の中心点
　　１０１６　中心点のｘ軸に平行する方向に測定したｙ軸からの距離
　　１０１８　中心点のｙ軸に平行に測定したリーディングエッジからの距離
　　１０２０　ソール機構
　　１０２２　ソール機構の幅
　　１０２４　ソール機構の長さ
　　１０２５　ソール機構流れ方向
　　１０２６　ソール機構の最もフェース寄りの点
　　１０２８　ソール機構のトレイリングエッジ点
　　１０２９　ソール機構の第１中心点
　　１０３０　前方質量枠
　　１０３１　ソール機構流れ方向のｙ軸に対する配置角度
　　１０３２　前方質量枠の第１寸法
　　１０３３　前方質量枠の幾何学的中心点
　　１０３４　前方質量枠の第２寸法
　　１０３６　前方質量枠の第１側辺
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　　１０３７　前方質量枠の第２側辺
　　１０３８　前方質量枠の第３側辺
　　１０３９　前方質量枠の第４側辺
　　１０４０　後方質量枠
　　１０４２　後方質量枠の第１寸法
　　１０４３　後方質量枠の幾何学的中心点
　　１０４４　後方質量枠の第２寸法
　　１０４６　後方質量枠の第１側辺
　　１０４７　後方質量枠の第２側辺
　　１０４８　後方質量枠の第３側辺
　　１０４９　後方質量枠の第４側辺
　　１０５０　ベクトル三角形
　　１０５１　ＣＧのｚ軸に平行に測定した地平面からの距離
　　１０５２　ＣＧのｚ軸に平行に測定した原点からの距離
　　１０５３　ＣＧのｙ軸に平行に測定した原点からの距離
　　１０５５　ｙ軸方向に測定した原点とリーディングエッジの間の距離
　　１０５７　第１ベクトル距離
　　１０５８　第２ベクトル距離
　　１０５９　第３ベクトル距離
　　１０６２　ＣＧ投影線
　　１０６４　ＣＧ投影点
　　１０７２　ロフトスリーブ
　　１０８７　ベクトル三角形の第１辺
　　１０８８　ベクトル三角形の第２辺
　　１０８９　ベクトル三角形の第３辺
　　２０００　ゴルフクラブヘッド
　　２０１０　第１質量要素
　　２０１２　第１質量要素の直径
　　２０１４　第１質量要素の中心点
　　２０１６　第１質量要素の中心点のｘ軸に平行する方向に測定したｙ軸からの距離
　　２０１８　第１質量要素の中心点のｙ軸に平行に測定したリーディングエッジからの
距離
　　２０１９　第２質量要素の中心点のｙ軸に平行に測定したリーディングエッジからの
距離
　　２０２０　第２質量要素
　　２０２２　ソール機構の幅
　　２０２３　第２質量要素の直径
　　２０２４　第２質量要素の中心点
　　２０２４　ソール機構の長さ
　　２０２５　延長トレイリングエッジ部分
　　２０２６　ソール機構の最もフェース寄りの点
　　２０２７　クラウンの凹部分
　　２０２８　ソール機構のトレイリングエッジ点
　　２０２９　クラウンの最も高いクラウン点
　　２０３０　ソール機構
　　２０３１　ソール機構流れ方向のｙ軸に対する角度
　　２０３６　第２質量要素の中心点のｘ軸に平行する方向に測定したｙ軸からの距離
　　２０３９　ソール機構の第１中心点
　　２０４１　ソール機構流れ方向
　　２０５０　ベクトル三角形
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　　２０５１　ＣＧのｚ軸に平行に測定した地平面からの距離
　　２０５２　ＣＧのｚ軸に平行に測定した原点からの距離
　　２０５３　ＣＧのｙ軸に平行に測定した原点からの距離
　　２０５５　ｙ軸の方向に測定した原点とリーディングエッジの間の距離
　　２０５７　第１ベクトル距離
　　２０５８　第２ベクトル距離
　　２０５９　第３ベクトル距離
　　２０６２　ＣＧ投影線
　　２０６４　ＣＧ投影点
　　２０８７　ベクトル三角形の第１辺
　　２０８８　ベクトル三角形の第２辺
　　２０８９　ベクトル三角形の第３辺
　　３０００　ゴルフクラブヘッド
　　３０１９　質量要素の中心点のｙ軸に平行に測定したリーディングエッジからの距離
　　３０２０　質量要素
　　３０２３　質量要素の直径
　　３０２４　質量要素の中心点
　　３０２５　延長トレイリングエッジ部分
　　３０３６　質量要素の中心点のｘ軸に平行する方向に測定したｙ軸からの距離
　　３０５０　ベクトル三角形
　　３０５１　ＣＧのｚ軸に平行に測定した地平面からの距離
　　３０５２　ＣＧのｚ軸に平行に測定した原点からの距離
　　３０５３　ＣＧのｙ軸に平行に測定した原点からの距離
　　３０５５　ｙ軸の方向に測定した原点とリーディングエッジの間の距離
　　３０５７　第１ベクトル距離
　　３０５８　第２ベクトル距離
　　３０５９　第３ベクトル距離
　　３０６２　ＣＧ投影線
　　３０６４　ＣＧ投影点
　　３０８７　ベクトル三角形の第１辺
　　３０８８　ベクトル三角形の第２辺
　　３０８９　ベクトル三角形の第３辺
　　３１５０　ホーゼル
　　３２０２　フェルール
　　３２０４　スリーブ
　　３２０６　ねじの切られた孔
　　３２０８　回転防止カラー
　　３２１０　ねじ
　　３２１２　ソール開口部
　　３２４２　スリーブ孔
　　３２４３　スリーブの第１部分
　　３２４４　回転防止部分
　　３２４５　スリーブ孔
　　３２４６　組立体の長手方向軸
　　３２４８　長手方向軸
　　３２５０　オフセット角度
　　３５００　クラブヘッド
　　４０００　ゴルフクラブヘッド
　　４０２０　質量要素
　　４０５０　ベクトル三角形
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　　４０５１　ＣＧのｚ軸に平行に測定した地平面からの距離
　　４０５２　ＣＧのｚ軸に平行に測定した原点からの距離
　　４０５３　ＣＧのｙ軸に平行に測定した原点からの距離
　　４０５７　第１ベクトル距離
　　４０５８　第２ベクトル距離
　　４０５９　第３ベクトル距離
　　４０６２　ＣＧ投影線
　　４０６４　ＣＧ投影点
　　４０８７　ベクトル三角形の第１辺
　　４０８８　ベクトル三角形の第２辺
　　４０８９　ベクトル三角形の第３辺
　　４５００　ゴルフクラブヘッド
　　４７１０　打撃部分
　　４７２０　部分的クラウン部分
　　ＣＦ　フェースの幾何学的中心
　　ＧＰ　地平面
　　ＳＡ　シャフト軸
　　ＧＰＩＰ　ＳＡとＧＰの地平面交点

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図１Ｃ】

【図１Ｄ】

【図２Ａ】
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【図２Ｄ】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】

【図３Ｃ】

【図３Ｄ】
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【図５】 【図６】
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【図１０】



(38) JP 6497900 B2 2019.4.10

10

20

30

40

フロントページの続き

(74)代理人  100137213
            弁理士　安藤　健司
(74)代理人  100143823
            弁理士　市川　英彦
(74)代理人  100151448
            弁理士　青木　孝博
(74)代理人  100196483
            弁理士　川嵜　洋祐
(74)代理人  100203035
            弁理士　五味渕　琢也
(74)代理人  100185959
            弁理士　今藤　敏和
(74)代理人  100160749
            弁理士　飯野　陽一
(74)代理人  100160255
            弁理士　市川　祐輔
(74)代理人  100202267
            弁理士　森山　正浩
(74)代理人  100146318
            弁理士　岩瀬　吉和
(74)代理人  100127812
            弁理士　城山　康文
(74)代理人  100075270
            弁理士　小林　泰
(72)発明者  トッド・ピー・ビーチ
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９２０２４，エンシニータス，サン・ディエウィート・ドライブ
            　１１６０
(72)発明者  ジョン・フランシス・ローレンツェン
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９２０２１，エルカホン，ロイヤル・ロード　１２５０６，ナン
            バー６
(72)発明者  ビング－リング・チャオ
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９２１３０，サンディエゴ，サイプレス・デル・マー　３９９０
(72)発明者  マーク・ヴィンセント・グレアニー
            アメリカ合衆国カリフォルニア州９２０８４，ビスタ，ユーカリプス・アベニュー　１１４５

    審査官  吉田　英一

(56)参考文献  米国特許出願公開第２０１１／０１５２０００（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６３Ｂ　　５３／０４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

